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津
つ

波
な み

から大切な命を守ろう ！

河田	惠昭（かわた	よしあき）
関西大学社会安全学部長・社会安全研究科長・教授。工学博
士。専門は防災・減災。現在，阪神・淡路大震災記念　人と
防災未来センター長（兼務）のほか，京大防災研究所長を歴
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現在，日本災害情報学会会長。兵庫県防災教育副読本作成検
討委員会委員長。

　２０１１（平
へい

成
せい

２３）年に起こった東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

では，なくなった人，ゆくえ

不
ふ

明
めい

になった人をあわせておよそ２万人にのぼりました。

　なぜ，こんなに多くの人がひ害
がい

にあったのでしょう。ひ害
がい

にあった人の半数以
い

上
じょう

が，おじいちゃんやおばあちゃんでした。年を取ると，足が悪くなって歩くこ

とが困
こん

難
なん

になったり，ねたきりになったりする人が増
ふ

えます。だから，自分自身

ですぐにひ難
なん

できる人が少なかったのです。

　また，助かった人の中には，一度家に帰った人が３人に１人もいました。実際

に津
つ

波
なみ

を見てからにげた人も，１０人に１人いました。これらの人も，一歩まち

がえれば，津
つ

波
なみ

に巻
ま

きこまれていた可
か

能
のう

性
せい

があります。

　津
つ

波
なみ

でたくさんの人がなくなった地
ち

域
いき

では，立っていられないような強いゆれ

が１分以上続
つづ

きました。もちろん大
おお

津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

も出ました。しかし，半数近くの人

は，その警
けい

報
ほう

が出たことを知りませんでした。長い時間にわたって地
じ

震
しん

でゆれた

ときは，津
つ

波
なみ

が来るかもしれないと思わなければなりません。そう思ったら，に

げなければなりません。これは，兵
ひょう

庫
ご

県だけでなく日本のどこでも，あるいは世

界の海に面した国でも応
おう

用
よう

できる知
ち

識
しき

です。

　近い将
しょう

来
らい

，四国のおきで，南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

が起こるのではないかと，とても心配で

す。兵
ひょう

庫
ご

県には，南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

で起こった津
つ

波
なみ

の第一波が，まず淡
あわ

路
じ

島に約
やく

５０分で

やって来ると予想されています。その後，津
つ

波
なみ

は大
おお

阪
さか

湾
わん

に入り，神
こう

戸
べ

や東の芦
あし

屋
や

，西
にしの

宮
みや

，尼
あまが

崎
さき

を，あるいは西の明
あ か し

石から

赤
あ こ う

穂を順
じゅん

番
ばん

におそいます。しかし，これらの

地
ち

域
いき

では津
つ

波
なみ

が来るまでに十分な時間がある

はずです。あわてずにひ難
なん

すれば，命をなく

すことはありません。そして，ひ難
なん

したら，

少なくとも６時間程度，警
けい

報
ほう

が出ているあい

だは家に帰ってはいけません。大きな津
つ

波
なみ

は

何度もくり返しやって来るのです。

　大切な命を守るためには，どこへひ難
なん

するのか，どの道を歩いていくのか，家

にねたきりのおじいちゃんやおばあちゃんがいたらどうするのか，いろいろなこ

とを地
じ

震
しん

が起こる前に周りの人と相談して，決めておく必
ひつ

要
よう

があります。そし

て，ひ難
なん

訓
くん

練
れん

にも参
さん

加
か

しなければいけません。地
じ

震
しん

が起きても，そしてそれが真

夜中や，雨が降
ふ

っているときだとなおのこと，人間というのは，つい，ひ難
なん

しな

くてもよいのではないかと考えがちになります。それがとても危
き

険
けん

なのです。家

族そろってひ難
なん

訓
くん

練
れん

に参
さん

加
か

して，災
さい

害
がい

に備
そな

えて最
さい

善
ぜん

の準
じゅん

備
び

をしておきましょう。

　津
つ

波
なみ

はとても手ごわい災
さい

害
がい

です。津
つ

波
なみ

に対しては，何よりも「にげるが勝ち」

なのです。でも，実
じっ

際
さい

には，地
じ

震
しん

で家がこわれて，道路が通れないかもしれませ

ん。ブロックべいも倒
たお

れているかもしれません。このような場合でも，地
じ

震
しん

が起

こる前に調べておけば，他の道を行くこともできるでしょう。災
さい

害
がい

にあって，け

がをしたり，命を落としたりしないためには，正
せい

確
かく

な知
ち

識
しき

をもち，前もって準
じゅん

備
び

をしておくことが，とても役に立つのです。学校や家でどのような準
じゅん

備
び

ができる

のか，先生や友
とも

達
だち

，家族のみんなと話し合ってみましょう。

文　河
かわ

田
た

 惠
よし

昭
あき

（共同通信社発行　『絵本　にげましょう』より）
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ふ
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ライフラインがス
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とく

別
べつ

なものは
少ないね。ふだんのそなえを
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地
じ

震
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の直後にそなえる
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電気はふっきゅうが
早いね。
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ぐ

地
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直
後

何も考えられない明日に
生きる

　ぼくは，大きなきょうふが来るのも知らずにねていた。

　ゴトゴト，ゴゴゴゴッ，ミシミシ，ドッカーン。ものすごいゆれとと

もに大きな音が聞こえてくる。ベッドの支
さ さ

えにしがみついた。

　ゆれがおさまり，お父さんとお母さんが来た。

「服を着ろ。」

　お父さんの声が聞こえる。余
よ

震
し ん

が来た。もう何が何だかわからない。

服を着てにげようとした。ガスのにおいがする。

「火が出るぞ。」

と，お父さんの声がした。ドカーン。音とともに火が出た。お父さん

は，おばあちゃんを助けに行った。

　ドンドンドン。

「佐
さ

藤
と う

さあん。」

　だれかが思いっきリドアをたたく。部屋のドアを開けようとしたが，

開かない。ベランダにまわった。すると，思いがけないことになってい

た。2階が1階になっていたのだ。そこから，ぼくたちはにげだした。

すぐ後に，お父さんがおばあちゃんを連
つ

れて出て来た。おばあちゃんは

頭にやけどを負
お

っていた。でも，家族全員にげられた。

　家からはなれると，足がふるえだした。にげるまでは何も考えられな

かったのだ。だから，今ごろになってふるえてきたのだ。

　こわれたぼくの家から，けむりが上がっている。ぼくは消
しょう

防
ぼ う

車
し ゃ

を呼
よ

び

に行った。しかし，消
しょう

防
ぼ う

署
し ょ

にはだれもいない。しかたなく，また家へ

走った。

　家はまだ燃
も

えている。近所の人が手
て つ だ

伝ってくれている。しかし，火は

消えない。お父さんは，必
ひ っ

死
し

で火を消している。ぼくは，お父さんが

乗っている脚
き ゃ

立
た つ

を支
さ さ

えた。お兄ちゃんの手は血まみれだった。

　昼過
す

ぎ，火はやっと消えた。
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道徳道徳 4年4年

生き方を考える

南
み な み

三
さ ん

陸
り く

にさく「はるかのひまわり」

　２０１１（平
へい

成
せい

２３）年３月１１日。ゆたかで美しい海に面した南
みなみ

三
さん

陸
りく

町歌
うた

津
つ

地

区にも，大きな津
つ

波
なみ

がおしよせ，あらゆるものをおし流し，いっしゅんにして多く

の人命と人々の生活をうばいました。

　ふっこうにはまだまだ時間がかかり，ひなん所での生活は津
つ

波
なみ

でひ害
がい

にあった

人々の心に大きなかげを落とし始めていました。がれきがてっ去されたあと地は草

木も生えていない，あれた野原になっていました。

　牧
まき

野
の

さんは，昔，歌
うた

津
つ

地区で町長をしていました。津
つ

波
なみ

で大切な家族はゆくえ不
ふ

明
めい

になり，そして変
か

わり果
は

てたふるさとのすがたに心をいためていました。

「何もかも流されてなくなってしまった……。」

　牧
まき

野
の

さんは，しんさいの後，大
だい

好
す

きだった海を見ることができませんでした。

　ある日，牧
まき

野
の

さんは，

「新
にい

潟
がた

県中
ちゅう

越
えつ

地
じ

震
しん

のひさい地からゆずり受けたひまわりの種
たね

をまく場所はないだろ

うか。ふるさとが元にもどるには時間がかかる。だけど，このあれた風
ふう

景
けい

のまま

なんてたえられない。」

と，知人の及
おい

川
かわ

さんから相談

を受けました。このひまわり

の種
たね

は「はるかのひまわり」

とよばれていました。

　１９９５（平
へい

成
せい

７）年１月１７日の兵
ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

により自たくがくずれ，神
こう

戸
べ

市の小

学校６年生，加
か

藤
とう

はるかさんがなくなりました。その半年後の夏，はるかさんの家があっ

た空き地に無
む

数
すう

のひまわりの花が，力強く，太陽に向かってさいていました。そのひまわ

りは，近所の人たちから，「はるかのひまわり」とよばれるようになり，これまで新
にい

潟
がた

県

など，さまざまなさい害
がい

のひさい地に種
たね

が送られ，花をさかせてきました。

「ふるさとを『はるかのひまわり』でいっぱいにしたい。」

　牧
まき

野
の

さんは，さっそく自分の畑に種
たね

をまきました。地いきの人たちも種
たね

まきに加
くわ

わりま

した。南
みなみ

三
さん

陸
りく

をひまわりでいっぱいにしたいという牧
まき

野
の

さんの願
ねが

いは，たくさんの人に伝
つた

わり，町じゅうにひまわりの種
たね

が配られました。ひなん所の人たちが小学校や中学校に種
たね

を配ったり，新聞配
はい

達
たつ

をしている人が，一けん一けん種
たね

を配ったりしました。「はるかの

ひまわり」の活動は，ひがいにあった人々の間につながりを生み，元気をあたえました。

「南
みなみ

三
さん

陸
りく

町と気
け

仙
せん

沼
ぬま

市を結
むす

ぶ約
やく

５０kmの道路にそって花をさかせ，『ひまわりロード』

をつくろう。」

　牧
まき

野
の

さんや及
おい

川
かわ

さんは，となり街
まち

の気
け

仙
せん

沼
ぬま

市の人々にもよびかけました。そのよびかけ

に，たくさんの人が集まり，ひまわりの種
たね

をていねいにまいていきました。
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道徳 4年

生き方を考える

大
おお

津
つ

浪
なみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

「高き住
すま

居
い

は児
こ

孫
まご

に和
わ

楽
らく

　想
おも

へ
（え）

惨
さん

禍
か

の大
おお

津
つ

浪
なみ

　

　此
こ

処
こ

より下に家を建
た

てるな」

「ここより下に家を建
た

てるな」と記す「大
おお

津
つ

浪
なみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

」は，岩
いわ

手
て

県宮
みや

古
こ

市姉
あね

吉
よし

地区にあります。

3000名近いぎせい者を出した1933（昭
しょう

和
わ

８）

年に三
さん

陸
りく

地方をおそった大
おお

津
つ

波
なみ

の後，そのとう達
たつ

点よりさらに高い場所に近りんの住
じゅう

民
みん

が建
た

てたと

いわれています。2011（平
へい

成
せい

23）年の東
とう

北
ほく

地方

太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

でさえ，この碑
ひ

の手前で

止まり，姉
あね

吉
よし

地区ではひ害
がい

をまぬがれた方も多かったそうです。

　何度も津
つ

波
なみ

におそわれている東
とう

北
ほく

地方では，「大
おお

津
つ

浪
なみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

」のような碑
ひ

の

ほか，近年最
さい

大
だい

の津
つ

波
なみ

であった1960（昭
しょう

和
わ

35）年のチリ地
じ

震
しん

津
つ

波
なみ

のとう達
たつ

点を記した表
ひょう

示
じ

板
ばん

が各地にありました。表
ひょう

示
じ

板
ばん

は，内
ない

陸
りく

深くまで津
つ

波
なみ

がしん入

してくることを，津
つ

波
なみ

を経
けい

験
けん

したことのない住
じゅう

民
みん

にも伝
つた

えるためのものでした。

　しかし，東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

は，従
じゅう

来
らい

の想定を大きくこえるも

のであり，多くの表
ひょう

示
じ

板
ばん

が津
つ

波
なみ

にのまれました。

　姉
あね

吉
よし

地区の先ぞは，当時経
けい

験
けん

したこともないような大
おお

津
つ

波
なみ

のとう達
たつ

点よりさ

らに高い地点に，「ここより下に家を建
た

てるな」というきびしい内ようの碑
ひ

を

残
のこ

しました。想定や経
けい

験
けん

をこえる津
つ

波
なみ

へのそなえを子
し

孫
そん

に語りつごうと考えた

のは，実さいに想ぞうをぜっする体
たい

験
けん

をした人々だったからこそかもしれませ

ん。

　長い年月をこえて先ぞの教えにけんきょに学ぶこと，想定や経
けい

験
けん

をこえる事
じ

態
たい

を想定すること。いずれも口でいうほどかん単
たん

ではありませんが，しょう来
らい

のさい害
がい

にそなえるために必
ひつ

要
よう

なことではないでしょうか。

　夏になり，「はるかのひまわり」は，南
みなみ

三
さん

陸
りく

町や気
け

仙
せん

沼
ぬま

市にたくさんの花をさかせ

ました。

　ひまわりは太陽に向かってまっすぐにせをのばし，前を向いてさいていました。そ

して，たくさんのひまわりたちが，まるでおどっているかのようにそよ風に心地よく

なびいていました。

　ひまわりのそばでは，子どもたちがえ顔で遊び，地いきの人たちが楽しそうに話を

していました。

　牧
まき

野
の

さんは，やわらかいまなざしでひまわり畑を見つめました。ひまわり畑の向こ

うには，青い海がきらきらとかがやいていました。

（写真提供　南三陸町観光協会）

▲大
おお

津
つ

浪
なみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

（写真提供　東日本大震災写真保存プロジェクト）

読んでみよう
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
語
り
継
ぐ

地
震
直
後

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
語
り
継
ぐ

地
震
直
後

お父さん明日に
生きる

　地
じ

震
し ん

のすぐ後に，学校の運動場にひ難
な ん

しました。

「おばあちゃんの家を見に行こう。」

と，お父さんが言い，二人で走り出しました。板
い た

宿
や ど

を過
す

ぎてから，もう

走れなくなりました。屋根のかわらが落ちていたり，たおれてきそうな

家もたくさんありました。おばあちゃんは，お母さんのお姉さんと二人

ぐらしだったので，余
よ

計
け い

に心配になりました。けむりくさいにおいもだ

んだん強くなってきました。

　もうすぐで，おばあちゃんの家というところで，ぺっちゃんこの家が

ありました。そこのおばあさんが泣
な

きながら，

「むすめを助けてください。お願
ね が

いします。」

とさけんでいました。わたしは，通り過
す

ぎようとしました。すると，お

父さんが，

「これ持っといて。」

と，ひとこと言ってから，わたしにジャンパーを投げて，ぺっちゃんこ

になった山みたいな家を登って行きました。わたしは，ふさがった道の

真ん中につっ立っていました。

「おばあちゃんたちが，死んでたらどうしよう。死なないでよ。お願

い」と思いながらも，どこかで「知らない人なんかより，おばあちゃん

たちを先に助けてよ」と思っていました。すると，なみだが急にぽろぽ

ろと出てきました。いつもだったらすぐになみだをふくのに，人にじろ

じろ見られていても全
ぜ ん

然
ぜ ん

気になりませんでした。

「見つかったぞ。」

という知らないおじさんの声で，なぜかうれしくなりました。お父さん

が出てきたので，うれしくてほっとしました。

　すぐにおばあちゃんの家に走りました。おばあちゃんの家を見ると，

屋根が下がっていたので，家にはもういないと思い，千
ち

歳
と せ

小学校へ走り

ました。体育館の中をさがしたけどいませんでした。すごく心配なの

で，もう一度，おばあちゃんの家を見ることにしました。すると，おば

あちゃんとおばちゃんが，家の中にいました。げん関
か ん

もつぶれていたの

で，お父さんがこう子
し

戸
ど

の板をのけました。出てきてほっとしました。

　今回の地
じ

震
し ん

で，お父さんのやさしさ，たくましさを感じました。

（千
ち

歳
とせ

小学校は2002年に大
だい

黒
こく

小学校と統
とう

合
ごう

され，現
げん

在
ざい

，神
こう

戸
べ

市立だいち小学校となっています。）
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社会社会 4年4年

公の助けを得る

さい害
が い

時に命を救
す く

う仕事

地
じ

震
しん

や水
すい

害
がい

など大きなさい害
がい

が発生したとき，何より大切なことは，

人の命を救
すく

うことです。

2011（平
へい

成
せい

23）年の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

でも，多くの人がけん命に活動

しました。

ひさい者の救
きゅう

助
じょ

や，たおれた建
たて

物
もの

を取りのぞき道をつくる作業を行いました。また，給
きゅう

水
すい

車
しゃ

をはけんしたり

かせつぶろをつくったりもしました。

地
じ

震
しん

の後に発生し

た火さいの消火活

動や津
つ

波
なみ

でひ害
がい

を

受けた家屋からの

救
きゅう

助
じょ

活動などを行

いました。

救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

，消ぼう車

をゆう先して通す

きん急交通路のか

くほやはんざい予

ぼうのパトロール

を行いました。

けが人や病人が次々

と運ばれる中，全国

から医しが集まっ

て，治
ち

りょうに当た

りました。

多くのしょう害
がい

物の

中，長時間海にもぐ

り，津
つ

波
なみ

で流された

人たちのそうさくを

行いました。

自えい隊
た い

消ぼう けい察
さつ

赤十字など 海上ほ安ちょう

　ちゅうとん地のある秋
あき

田
た

県を震
しん

災
さい

当日の夜に出

て，早朝に岩
いわ

手
て

県に入りました。

　ひさい地の様子を見て体が固
かた

まってしまいまし

た。わたしがこれまでに見たことがない光
こう

景
けい

が広

がっていたからです。「一人でも多くの命を救
すく

いた

い」という思いがわたしをふるいたたせました。

　毎日，どろの中を進む果
は

てしない作業を続
つづ

けま

したが，思うように救
きゅう

助
じょ

活動は進まず，と中で心

が折
お

れそうになりました。しかし，まだどろの中でわたしたちの助けを待っている方のことを

思うと「自分のつらさなんてたいしたことない。自分たちが今がんばらないでどうするんだ。

自分たちが今必
ひつ

要
よう

なんだ」と仲間たちと声をかけ合いながら，必
ひっ

死
し

で救
きゅう

助
じょ

活動を行いました。

第9師
し

団
だん

第21普
ふ

通
つう

科
か

連
れん

隊
たい

（秋
あき

田
た

県）

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

　神
こう

戸
べ

市消
しょう

防
ぼう

局
きょく

の対
たい

応
おう

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のときに多くの命を
救
すく

った地いきの助け合い

「この家は，ばあさんがげん関
かん

わきにねているぞ。」　

「子ども部屋は台所の上だ。」

　淡
あわ

路
じ

島の旧
きゅう

北
ほく

淡
だん

町は，兵
ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

の震
しん

源
げん

地
ち

に

近く，多くの建
たて

物
もの

が全半かいとなるひ害
がい

を受けまし

た。しかし，この町では，地いきの人が近所の家のじょうほうを持ちより，がれきの下で消えそ

うになった命を次々に助け出しました。そして，地
じ

震
しん

発生から約
やく

11時間後，自えい隊
たい

がとう着

するまでに，生ぞんしていた人，なくなった人，すべての救
きゅう

出
しゅつ

を終えていたそうです。

　地
じ

震
しん

の直後，このような助け合いは各地で行われました。阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

ではかいされた家

屋から救
きゅう

出
しゅつ

された35000人のうち，27000人は近所の住
じゅう

民
みん

に救
きゅう

出
しゅつ

されたといわれています。

　さい害
がい

時の救
きゅう

命
めい

救
きゅう

助
じょ

はスピードが大切です。最
さい

初
しょ

の72時間（3日間）がかぎといわれていま

す。しかし，大
おお

地
じ

震
しん

のときは，各地で同時に生きうめになったり出火したりするので，ひさい地

の消ぼうやけい察
さつ

だけでは救
きゅう

命
めい

救
きゅう

助
じょ

の人数が足りません。全国の消ぼうやけい察
さつ

のおうえんのと

う着は早くても２日目，３日目となります。

　このようなじょうきょうで，多くの命を救
すく

うのは住
じゅう

民
みん

の助け合いです。消ぼうやけい察
さつ

が十分

につかんでいない家族のじょうほうも，

近所の住
じゅう

民
みん

なら知っていることがあり

ます。日ごろから地いきの人とつなが

りをもっていれば，いっそうの防
ぼう

災
さい

・

減
げん

災
さい

につながるしょう。

（写真提供　兵庫県警）

命を救うには最初の72時間が勝負

600 生ぞん

（人）700

500

400

300

200

100

1995年1月 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日

0

死ぼう

すく さい   しょ

（写真提供　産経新聞社）

（写真提供　産経新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　海上保安庁）

読んでみよう
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理科理科 5年5年

災害について知る

7月6月5月4月3月2月1月 8月 9月 10月 11月 12月

兵
ひ ょ う

庫
ご

県の気
き

象
し ょ う

と水
す い

害
が い

日本列島の大部分の気
き

候
こう

の特
とく

ちょうとして，初
しょ

夏
か

のつゆと，夏から秋

の台風があげられます。つゆや台風は，ときに大雨をふらせ，川のは

んらんなど水
すい

害
がい

を起こすことがあります。

0 0 1 1 0 1 1
3 3 4 4 4 4
6 7 7 7

12

0 0 0 0
2 2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12（月） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12（月）
0

5

10

 （日数）

15

0

5

10

 （日数）

15
かみなりの発生した日数（神戸） かみなりの発生した日数（豊岡）

こう  べ とよ おか

兵
ひょう

庫
ご

県の気
き

象
しょう

 −日本海側
が わ

の冬のかみなり−

かみなりは夏の入道雲

の時期に多いと思われ

ていますが，日本海側
がわ

は冬場に多いけい向に

あります。

気
き

象
しょう

庁
ちょう

の観
かん

測
そく

データ（2005年）による

▲高
たか

砂
さご

市	 （写真提供　神戸新聞社）

▲豊
とよ

岡
おか

市	 （写真提供　神戸新聞社） ▲佐
さ

用
よう

町	 （写真提供　神戸新聞社）

▲三
さんの

宮
みや

の状
じょう

況
きょう

（神
こう

戸
べ

市中
ちゅう

央
おう

区）	（写真提供　人と防災未来センター）

▲神
こう

戸
べ

市中
ちゅう

央
おう

区	 （写真提供　神戸新聞社）

徳島県

高知県
こう   ち

え  ひめ

愛媛県

広島県

岡山県

兵庫県

豊岡市

高砂市

鳥取県

島根県 京都府

和歌山県

奈良県
三重県

愛知県

岐阜県

福井県

石川県

富山県

2011年
台風12号

2009年
台風9号

2004年
台風23号

佐用町

香川県
か  がわ

とく しま わ   か  やま

な   ら

み   え

あい  ち

ふく  い
とよ おか

きょう と

たか さご

ひょう ご

さ  よう
おか やま

とっ とり

しま  ね

ひろ しま

いし かわ

と  やま

し   が

ぎ   ふ

滋賀県

大阪府
おお さか

台風の経
け い

路
ろ

図
ず

台風が遠くを
通っても油

ゆ

断
だん

できないね。

水
すい

害
がい

は地形と
の関

かん

係
けい

が深い
ようだね。

他の時期に水
すい

害
がい

はな
いのかな。

水
すい

害
がい

の原
げん

因
いん

は
何かしら。

49.6mm

141.8mm

7月3日

7月4日

7月5日

1000 200 300mm

　3日間の総雨量　461.8 mmそう   う  りょう

270.4mm

10.1mm

41.7mm

7月7日

7月8日

7月9日

1000 200 300mm

そう   う  りょう

　3日間の総雨量　371.2 mm

319.4mm

1938年7月3〜5日　阪
はん

神
しん

大
だい

水
すい

害
がい

 
（死者616人，  ひ災

さい

家屋90569戸）

1967年7月9日　昭和42年の大
だい

水
すい

害
がい

 
（死者77人，  ゆくえ不

ふ

明
めい

者15人，  ひ災
さい

家屋38305戸）

2004年10月20日　台風23号水
すい

害
がい

（死者95人，  ゆくえ不
ふ

明
めい

者3人，  ひ災
さい

家屋75056戸）

2011年9月4日　台風12号水
すい

害
がい

（死者78人，  ゆくえ不
ふ

明
めい

者16人，  ひ災
さい

家屋28439戸）

2009年8月9日　台風9号水
すい

害
がい

（死者26人，  ゆくえ不
ふ

明
めい

者1人，  ひ災
さい

家屋6948戸）
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・
淡
路
大
震
災
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ぐ

地
震
後
の
生
活
・
疎
開
・
学
校
再
開

ぼくは一人じゃない明日に
生きる

　地
じ

震
し ん

が起きたとき，暗
く ら

やみの中で妹と弟は泣
な

いていた。ぼくは，たお

れた家具からぬけ出せなくてあせっていた。お父さんは一番に起き上が

り，ひ難
な ん

のためにドアを開け，大声で子ども３人の名前をよんでいた。

お母さんは，たおれてくる家具や落ちてくる電
で ん

灯
と う

から弟をだきかかえて

守りながら，妹に，

「だいじょうぶよ。」

と声をかけていた。ほんとうは，お母さんもこわかったんだろうけど，

ぼくたちがこれ以
い

上
じょう

不
ふ

安
あ ん

に思わないようにがんばっていたのだと，後で

わかった。それは，次の日，おばあちゃんの家に電話が通じたとき，泣
な

いていたからだ。

　お父さんは，ぼくを助け出してくれた後，家族を1階まで連
つ

れ出し，

「まだ寒い。外にいるとだめだ。」

と言って，余
よ

震
し ん

がいつ来るかわからない中を，また１２階まで車のキー

を取りに上がった。今度地
じ

震
し ん

が来たら，この建
た て

物
も の

がたおれるんじゃない

かと思うと，お父さんのすがたが見えるまですごく心配だった。

　その後も，お母さんは食
しょく

料
りょう

集めに走りまわり，お父さんは身のまわり

の物を取りに行くなどして，１日が，あっと言う間に過
す

ぎていった。

　そして，両親がいそがしくしている間，妹と弟が，ずっとぼくのそば

にいることに気がついた。いつもはけんかをするけれど，妹は，夜もぼ

くの手をにぎってねる日が続
つ づ

いた。妹や弟がぼくをたよりにしていると

思ったとき，家族の大切さがわかった気がした。

　それから，2週間ほどたったころ，ぼくたちは，おじいちゃんの家に

行った。そこで，おじいちゃんもおばあちゃんも，おじちゃんもいとこ

も，みんなぼくたちのすがたを見て，安心してくれた。おじいちゃん

は，

「ガスも水道も出るようになるまで帰るな。」

と言ってくれた。ここにも，ぼくたちのことを心配してくれる人がいる

んだと思った。

　学校が再
さ い

開
か い

すると，先生や友
と も

達
だ ち

がいた。

　この地
じ

震
し ん

によって，ぼくには，たくさんの人が，いつもそばにいるこ

とを知ることができた。

学校再
さい

開
かい

　震
しん

災
さい

後，１か月ほどして，ほとんどの学

校が再
さい

開
かい

しました。先生や友
とも

達
だち

は，手をと

りあって再
さい

開
かい

を喜
よろこ

び合
あ

いました。

　卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

や入学式は，運動場や教室などで

行いました。ひ難
なん

生活を送っている人たち

に祝
いわ

ってもらいました。
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防災訓練防災訓練 5年5年

災害について知る

想定や経
け い

験
け ん

をこえた東
ひ が し

日
に

本
ほ ん

大
だ い

震
し ん

災
さ い

東
と う

北
ほ く

地方をおそった津
つ

波
な み

福
ふ く

島
し ま

第一原子力発電所の事
じ

故
こ

２０１１（平
へ い

成
せ い

２３）年３月１１日，太平洋三
さ ん

陸
り く

おきで発生した東
と う

北
ほ く

地方太
た い

平
へ い

洋
よ う

沖
お き

地
じ

震
し ん

は，長さ約
や く

５００ｋｍ，幅
は ば

約
や く

２００ｋｍという広い震
し ん

源
げ ん

域
い き

をもつプ

レート境
きょう

界
か い

型
が た

地
じ

震
し ん

のため，それまで想定されていたマグニチュード７.５の約
や く

１８０倍の大きさの，マグニチュード９.０の大
お お

地
じ

震
し ん

になりました。

岩
い わ

手
て

・宮
み や

城
ぎ

・福
ふ く

島
し ま

の３県の広いはん囲
い

に１０ｍをこえる津
つ

波
な み

が来て，岩
い わ

手
て

県

宮
み や

古
こ

市重
お も

茂
え

姉
あ ね

吉
よ し

地区では，津
つ

波
な み

が４０ｍの高さまでかけ上がりました。湾
わ ん

の中

で，津
つ

波
な み

がより大きくなったといわれています。

福
ふく

島
しま

第一原子力発電所では，地
じ

震
しん

と津
つ

波
なみ

のえ

いきょうで事
じ

故
こ

が起こり，放しゃ性
せい

物
ぶっ

質
しつ

が放出

されました。この近りんでは，多くの人がひな

んし，不
ふ

自由な生活を送っています。また，広

いはん囲
い

で農業などの産
さん

業
ぎょう

にえいきょうが出て

います。ひ害
がい

のかく大や同じような事故の再
さい

発
はつ

の防
ぼう

止
し

のため，２０１２（平
へい

成
せい

２４）年２月現
げん

在
ざい

，調
ちょう

査
さ

が進められています。

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の教
きょう

訓
くん

をふまえて，兵
ひょう

庫
ご

県では，これまで想定していた

津
つ

波
なみ

の高さをざん定的に２倍程
てい

度
ど

とし，その津波高と同じ高さの等高線

をけいかい区いきとして作
さく

成
せい

しました。

　実
じっ

際
さい

に津
つ

波
なみ

がおよぶはん囲
い

は，地
じ

震
しん

の大きさにより，これを上回る場

合も，下回る場合もあるので注意が必
ひつ

要
よう

です。

　ひ害
がい

の想定については，平
へい

成
せい

２４年中にも見直され，こう新されてい

くことになります。

しかし，想定をこえる10

ｍの大
おお

津
つ

波
なみ

が来たため，赤

色にぬられた街
まち

の大部分が

しん水しました。

ハザードマップで青くぬら

れた部分は宮
みや

城
ぎ

県石
いしの

巻
まき

市

で，想定されていた津
つ

波
なみ

で

しん水するはん囲
い

です。

兵
ひ ょ う

庫
ご

県津
つ

波
な み

被
ひ

害
が い

警
け い

戒
か い

区
く

域
い き

図（平
へい

成
せい

23年10月暫
ざん

定
てい

）

▲福
ふく

島
しま

第一原子力発電所	 （写真提供　産経新聞社）

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

（km）
石
いしの

巻
まき

市津
つ

波
なみ

ハザードマップ 石
いしの

巻
まき

市の地形図

しん水想定区いき（ざん定）

防潮門扉が全て閉まった場合

防潮門扉が全て閉められなかった場合

青線で示した区いき：津波高と同じ標高の等高線
0 1,000 2,000m

ぼうちょうもん ぴ し

しめ ひょうこう

「2011（平
へい

成
せい

23）年10月24日現在」

（内
ない

閣
かく

府
ふ

東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

を教
きょう

訓
くん

とした地
じ

震
しん

・津
つ

波
なみ

対
たい

策
さく

に関
かん

する専
せん

門
もん

調
ちょう

査
さ

会
かい

の資
し

料
りょう

による）

▲西
にしの

宮
みや

市
し

街
がい

（海から約
やく

1400m）

左上のハザードマップ
で赤色にぬられた津

つ

波
なみ

によりしん水した部分
と，右上の地形図を比

くら

べてみて，何がわかる
かな？

多くの市町では災
さい

害
がい

を
想定したハザードマッ
プを公開しているわ。

災
さい

害
がい

は，想定をこえるこ

ともあると考えて行動す

ることが，命を救
すく

うこと

になるんだよ。
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共
と も

に支
さ さ

え合
あ

って明日に
生きる

「ドドーン。」

　1月17日，午前５時４６分，とつぜんの大きな大地のゆれに，人々

はねむりから覚
さ

まされた。

　まだ夜の明けきらぬうち，人々はくずれ落ちた家から外へ出て，ゆく

えのわからぬ家族の名をさけんだ。あまりのことに，人々はまだ状
じょう

きょ

うがつかめなかった。せまり来るほのお，くずれた高速道路，かたむ

き，今にもたおれそうなビルの群
む

れ，水道もガスも止まったまま。電気

も使えない。

　明るくなるにつれて，ひ害
が い

のとてつもない大きさが，だれの目にもはっ

きりとわかってきた。死者５５００人余
あ ま

り，そしてひ難
な ん

者
し ゃ

は３０万人。

戦
せ ん

後
ご

最
さ い

大
だ い

級
きゅう

の阪
は ん

神
し ん

・淡
あ わ

路
じ

大
だ い

震
し ん

災
さ い

に，神
こ う

戸
べ

のまちはおそわれたのである。

「あの学校ではいったい何をしているのだろう。」

「どんな人がいるのかな。」

　地いきの人々は，そう思いながら校
こ う

舎
し ゃ

をぼんやりとながめるだけで，

一度も足をふみ入れたことのない人がほとんどであった。ただ，自分た

ちとは国
こ く

籍
せ き

のちがう子どもたちが通っていることは知っていた。

　その東
ひがし

神
こ う

戸
べ

朝
ちょう

鮮
せ ん

初
し ょ

・中
ちゅう

級
きゅう

学
が っ

校
こ う

に，今は約
や く

１００人の日本人と約
や く

５０人

の在
ざ い

日
に ち

朝
ちょう

鮮
せ ん

人
じ ん

がいっしょにいる。共
きょう

同
ど う

のひ難
な ん

生活だ。家を失
うしな

って行き場

のない人々に，

「校庭を自由に使ってください。」

と，学校がよびかけたのだった。

「今から，おにぎりとキムチを配ります。」

　その声に人々は集まってくる。

「わたしたちは日本人やけど，もろてもええのかな。」

「同じ人間やないですか。」

　各
か く

地
ち

の在
ざ い

日
に ち

朝
ちょう

鮮
せ ん

人
じ ん

から物
ぶ っ

資
し

がとどく。それらの物
ぶ っ

資
し

は，日本人，在
ざ い

日
に ち

朝
ちょう

鮮
せ ん

人
じ ん

にかかわらず，同じように分けられた。

「つきあいがなかったのに，何十年来の友人のように助けてくれる。」

と，日本人から感
か ん

謝
し ゃ

の声があがった。

　地
じ

震
し ん

発生から数か月がたった。町もだんだんと復
ふ っ

興
こ う

してきた。人々の

生活にも活気がよみがえってきた。やがて，日本人がこの学校の校庭か

ら去る日も近いことだろう。震
し ん

災
さ い

という悲しいできごとではあったが，

それを，共
と も

に助け合
あ

うことで乗りこえたこの校庭でのできごとは，人々

の心から消えることはないだろう。

　また，ひ難
な ん

所
じ ょ

となった小学校や中学校などのいたるところで，多くの

日本人が，さまざまな国
こ く

籍
せ き

の人々と，共
と も

に支
さ さ

え合
あ

いながらひ難
な ん

生活を

送った。
（数字については「明日に生きる」原文のとおり）
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体育体育 5年5年

自分の身は自分で守る

き険
け ん

な空間を減
へ

らそう

 出血があるとき  やけどをしているとき  ねんざ，こっ折
せ つ

かもしれないとき

身の回りのもので応
おう

急
きゅう

手当ができます

●出血しているきず口をガーゼやハンカチな

どでおさえて，しばらく圧
あっ

ぱくします。こ

の方法が最
もっと

も基
き

本
ほん

的
てき

で確
かく

実
じつ

な方法です。

▼使えるもの
ガーゼ，
ハンカチ，
タオル ▼使えるもの

タオルなど

▼使えるもの
だんボール，
雑
ざっ

し，新聞紙，
木
もく

材
ざい

，タオル，
ロープ

▼使えるもの
ものほしざお，服

●すぐに流水などでいたみがとれるまで冷
ひ

や

します。皮ふをきずつけるので，衣
い

服
ふく

はぬ

がないでそのまま冷
ひ

やします。

●きれいなタオル

でおおっておき

ます。

服や長いぼうがあれば，たんかが

作れます。

阪
は ん

神
し ん

・淡
あ わ

路
じ

大
だ い

震
し ん

災
さ い

のけがなどの原
げ ん

因
い ん

人を運ぶときたんかが役立ちます。

けがの原
げ ん

因
い ん

人がなくなった原
げ ん

因
い ん

●いたいところを動かさないように固
こ

定
てい

し，少し高い位
い

置
ち

にして冷
ひ

やします。

参
さん

考
こう

72.6

家屋のとうかいによる
圧死，ちっ息死

72.6%

あっ し

その他

20.0%

焼死

7.4%

しょう  し

48.5

家具が
転とうした

48.5%

その他

16.4%

にげようとした
ときに転とうした

8.8%

落下したガラスが
あたった

10.5%

たなの上からの
落下物があたった

15.8% 阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

における市民行動調
ちょう

査
さ

（神
こう

戸
べ

市消
しょう

防
ぼう

局
きょく

）

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

の死者にかかる調
ちょう

査
さ

（2005年兵
ひょう

庫
ご

県）

いろいろとくふう
がしてあるね。

でも……。

少しでもき険
けん

を減
へ

らすには，1階よ
り2階でねるほう
が安全だよ。
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淡
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継
ぐ

避
難
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

何かしたい　役に立ちたい
（小学生が行ったひ難

な ん

所
じ ょ

ボランティア）
明日に
生きる

ぼくたちにできること

　ぼくの家族は，１年１組の教室で，３４人の人たちといっしょにひ難
な ん

生活をしている。着るものも食べるものもあまりないけど，みんなで分

け合って協
きょう

力
りょく

している。

　ぼくも食べ物をもらいに行っている。初
は じ

めの３，４日はあっという間

に過
す

ぎたけど，その後，ぼくはこれでいいのかなと思うようになってき

た。小学校には，たくさんの子どもがひ難
な ん

してきているが，みんなで集

まってすることがない。小さい子は，ぼくら以
い

上
じょう

にたいへんだろうと

思って，ぼくたちにできることはないか考えた。そこで，先生に，

「紙しばいをしようと思うんですけど， どうですか。」

と聞いた。

「自分たちでやろうと思うことは，どんどんやれ。」

と言われたので，小さい子を集めて，今やっている。

　毎日，ほんの２０分くらいだけど，３才から低
て い

学
が く

年
ね ん

くらいの子が集

まって，真けんに聞いたり，おもしろいところでわらったりするすがた

を見ていると，ぼくたちもやってよかったと思う。

給き
ゅ
う

水す
い

車し
ゃ

が
来
ま
し
た

地じ

震し
ん

の
後　

水
が
出
な
く
な
っ
た

み
ん
な　

こ
ま
っ
た

給き
ゅ
う

水す
い

車し
ゃ

が
来
る
の
を　

今
か　

今
か
と
待
っ
て
い
た

給き
ゅ
う

水す
い

車し
ゃ

が
来
た

で
も　

マ
イ
ク
の
声
が　

み
ん
な
に
は
聞
こ
え
な
い

白
転
車
で　

知
ら
せ
て
ま
わ
る
こ
と
に
し
た

「
給き

ゅ
う

水す
い

車し
ゃ

が
来
ま
し
た

　

給き
ゅ
う

水す
い

車し
ゃ

が
来
ま
し
た

　

中
公
園
の
西
出
入
り
口
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」

は
じ
め
は　

は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど

言
っ
て
い
る
う
ち
に　

慣な

れ
て
き
た

そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い

だ
ん
だ
ん　

楽
し
く
な
っ
て
き
た
ん
だ

近
所
の
お
ば
さ
ん
に

「
い
つ
も　

あ
り
が
と
う
」
と　

言
わ
れ
た

て
れ
く
さ
か
っ
た

水
が
出
た
と
き
は　

う
れ
し
か
っ
た
け
ど

こ
の
仕
事

も
う
少
し　

続つ
づ

け
た
い
気
も
し
た

（写真提供　神戸新聞社）
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学級活動学級活動 5年5年

共に生きる

災
さ い 　 が い

害後の生活に求められる「公平さ」
仮
か

設
せ つ

住たくで，ペットはどうすればいいの
たくさんの人がひなんしているひなん所には，ルールが生まれます。

一つ一つのルールが，なぜ，できたのかを考えてみましょう。

ルールができることで，みんなの生活には，どんな変
へん

化
か

があるので

しょうか。

ペット同はん，われる対
た い

応
お う

　仮
か

設
せ つ

住たくで自
じ

治
ち

体
た い

震
しん

災
さい

ひ災
さい

者の仮
か

設
せつ

住たく建
けん

設
せつ

が進む陸
りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市で，ペットを飼
か

う入
にゅう

居
きょ

希
き

望
ぼう

者
しゃ

が頭をな

やませている。市は住
じゅう

民
みん

トラブルや衛
えい

生
せい

面
めん

を

考りょし，動物連
づ

れ入
にゅう

居
きょ

を原
げん

則
そく

禁
きん

止
し

する方し

んだからだ。一方，釜
かま

石
いし

市は容
よう

にんする方し

んと対応は分かれそう。阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

で

神
こう

戸
べ

市も「ひ災
さい

者の制
せい

約
やく

をなるべく軽
けい

減
げん

しよ

う」とペット連
づ

れ入
にゅう

居
きょ

を禁
きん

止
し

しなかった。

「ペットは家族の一員」「心の支
ささ

えになる」。ひ災
さい

した飼
か

い主の思いにどこまでこたえられる

か，各
かく

自
じ

治
ち

体
たい

はむずかしい判
はん

断
だん

をせまられそうだ。

「メメは大切な家族の一員。放すわけにも殺
ころ

すわけにもいかない」。仮
か

設
せつ

住たくへの入
にゅう

居
きょ

を希
き

望
ぼう

する夫
ふう

婦
ふ

は苦しいむねの内を明かす。

３月11日の地
じ

震
しん

発生時，９さいになるチワワのメメを連
つ

れて高台にひなんした。家族にいつ

も安らぎをあたえてくれるそん在
ざい

。ひなん所には入らず，し設
せつ

うら手の自家用車の中で愛
あい

犬
けん

と

いっしょにひなん生活を送る。

　「愛
あい

情
じょう

を注ぎ９年もいっしょに生きてきた。どうしても仮
か

設
せつ

でだめなら車で飼
か

うが，それもか

わいそう。もう少しじゅうなんに考えてほしい」と願
ねが

う。

市は，動物が苦手な人とのトラブル回ひや衛
えい

生
せい

面
めん

などを考りょし，ペット連
づ

れの仮
か

設
せつ

住たく

入
にゅう

居
きょ

を原
げん

則
そく

禁
きん

止
し

と決めた。「仮
か

設
せつ

住たくはみっ集しており，鳴き声やふん，衛
えい

生
せい

などさまざまな

問題がある。飼
か

い主の気持ちはわかるが，遠りょしてもらうようお願
ねが

いする」と理
り

解
かい

を求
もと

め

る。

一方，釜
かま

石
いし

市では「他人に迷
めい

わくをかけないのが前
ぜん

提
てい

だが，このような事
じ

態
たい

だし，アニマル

セラピーも必
ひつ

要
よう

ではないか」とみとめる考えだ。他市町村の多くは対
たい

応
おう

を検
けん

とう中だが，大
おお

船
ふな

渡
と

市では「市
し

営
えい

住たく条
じょう

例
れい

にならえば禁
きん

止
し

とするところだが，ひ災
さい

者の心のケアの問題もあ

る。動物にいやしを求める人も多いのではないか」と語る。

（2011年４月4日　岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

）

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のときにひなん所となったある中学校での「共
きょう

通
つう

理
り

解
かい

ルール」

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のときのひなん所のルール　例
れい

○ 夜11時に消
しょう

灯
とう

する。校
こう

舎
しゃ

内は火気げん禁
きん

とする。

○

食
しょく

料
りょう

などの配
はい

給
きゅう

について

(1)食
しょく

料
りょう

などは以
い

下
か

のゆう先順
じゅん

で配る。

①校
こう

舎
しゃ

内にひなんしている人　②近所の公
こう

民
みん

館
かん

などにひなんしている人　③近所の住
じゅう

民
みん

(2)配
はい

給
きゅう

は全員に配
はい

給
きゅう

できるまでしない。どうしても配
はい

給
きゅう

する場合は，代表者を集めて理
り

解
かい

と協
きょう

力
りょく

を得
え

てからにする。

(3)近所の住
じゅう

民
みん

への配
はい

給
きゅう

は最
さい

低
てい

限
げん

にする。

○ 高れい者やしょう害
がい

のある人への配りょをする。

○ 犬やねこなどの動物は校
こう

舎
しゃ

に入れない。

○ ひなん所を出て家等で生活をする場合は，代表者と本部に伝
つた

えてから出る。

配
はい

給
きゅう

は全員に
配
はい

給
きゅう

できるまでしない。

全員に配
はい

給
きゅう

できない場合は，
ひなん所内の家族などを
単
たん

位
い

として公平に配る。

トイレでは大
だい

便
べん

のみ
バケツの水で流す。

大
だい

便
べん

は校内のトイレではしない。
外の仮

か

設
せつ

トイレで行う。

（写真提供　神戸新聞社）

わたしにとっては家族といっしょ
だけど，周

しゅう

囲
い

の人に迷
めい

わくをかけ
ることもあるのかな？

このようなルールは，一部を変
か

えながら東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のひ災
さい

地
のひなん所でも引きつがれたん
だよ。

どうして近所の人
にも配

はい

給
きゅう

しないん
だろう？
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
語
り
継
ぐ

地
震
後
の
助
け
合
い

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
語
り
継
ぐ

地
震
後
の
助
け
合
い

おばあちゃん　風
ふ

呂
ろ

に入りよ明日に
生きる

　ぼくの家は，市
し

営
え い

住
じゅう

宅
た く

の１１階です。地
じ

震
し ん

の日から，半月以
い

上
じょう

断
だ ん

水
す い

が

続
つ づ

きました。毎日，何度も何度も，給
きゅう

水
す い

車
し ゃ

まで水をくみにいかなければ

なりませんでした。とてもしんどい仕事でした。

　水くみを始めてまもなく，ぼくは，あまり会うことがなかったとなり

のおばあさんを，何度も見かけるようになりました。おばあさんは足を

引きずりながら，小さなやかんを持って来ていました。足が悪
わ る

くなって

いたらしく，小さなやかんもたいへんな様
よ う

子
す

でした。ぼくは，「足が悪
わ る

いのに，つらいやろうな」と思いながら，「水をくんできましょうか」

の一言が，なかなか出ませんでした。

　ある日の夕方，近所のおばさんが，となりのおばあさんのために水く

みをしているすがたを見て，「自分もたいへんなのにすごいなあ」と思

い，家に帰って，母にこのことを言うと，

「助け合うのは当たり前やろ。何で手
て つ だ

伝ってこんかったんや。」

と，おこられてしまいました。

　それから何日かして，いつものように水くみのために下へ下りていく

と，となりのおばあさんも小さなバケツを持って下りてきました。母

が，おばあさんを見かけて，

「お風
ふ

呂
ろ

に入ってる?」

と聞くと，おばあさんは，

「ずっと入ってないわ。だから，体が気持ち悪
わ る

うて。」

と答えました。それを聞いた母は，

「風
ふ

呂
ろ

に水をはってあげるから，わかして入りよ。」

と言いました。

「風
ふ

呂
ろ

いっぱいの水はたいへんやから，いいよ，いいよ。」

と，おばあさんはことわりましたが，顔がとてもうれしそうでした。

母とはよく口げんかをしますが，そのときは，母をそんけいしました。

ぼくは，家の水くみでつかれていましたが，

「ぼくも，くむわ。」

と母に言うと，

「当たり前やろ。早
は よ

うポリ容
よ う

器
き

持っといで。」

と言われました。

　２０リットルのポリ容
よ う

器
き

で，風
ふ

呂
ろ

をいっぱいにするのはたいへんでし

た。母といっしょにがんばっていると，弟や近所のおばさんたちも，バ

ケツを持ってきて手
て つ だ

伝ってくれました。風
ふ

呂
ろ

に水を入れるたびに，おば

あさんは，

「ありがとう。ありがとう。」

と，くり返し言いました。それを聞くと，「もっとがんばるぞ」という

気になりました。

　よく朝，おばあさんが家に来ました。

「きのうは，久
ひ さ

々
び さ

にお風
ふ

呂
ろ

に入れて，とても気

持ちよかった。ほんと

うにありがとうさんで

した。」

と ， 声 を つ ま ら せ な が

ら，何回も何回も頭を下

げて帰って行きました。

そのとき，心の底
そ こ

からう

れしさがこみ上げてきま

した。

3332



理科理科 6年6年

災害について知る

太平洋プレート

フィリピン海
プレート

ユーラシア
プレート

北米プレート
ほくべい

二つの大
お お

地
じ

震
し ん

日本の国土面
めん

積
せき

は世界の約
やく

0.25％，海洋面
めん

積
せき

は世界の約
やく

1％ですが，世界のマグニチュード6

以
い

上
じょう

の地
じ

震
しん

の約
やく

20％は，日本の周
しゅう

辺
へん

で起こっているといわれています。このように，地
じ

震
しん

は

世界のどこでも発生するわけではなく，日本のようなプレートがしょうとつし，しずみこみを

起こす地
ち

域
いき

に集中しています。大きなひ害
がい

のあった阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

と東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

について

調べ，兵
ひょう

庫
ご

県で，今後，どのような地
じ

震
しん

に備
そな

える必
ひつ

要
よう

があるか考えましょう。

東
と う

北
ほ く

地方太
た い

平
へ い

洋
よ う

沖
お き

地
じ

震
し ん

を起こした海
か い

底
て い

のプレート
(プレート境

きょう

界
か い

型
が た

地
じ

震
し ん

)

兵
ひょう

庫
ご

県南
な ん

部
ぶ

地
じ

震
し ん

を起こした野
の

島
じ ま

断
だ ん

層
そ う

(活
か つ

断
だ ん

層
そ う

型
が た

地震)
　兵

ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

は，１９９５（平
へい

成
せい

７）年に淡
あわ

路
じ

島を震
しん

源
げん

地
ち

として発

生し，６４３４人がなくなりました。大都市に近い陸
りく

地
ち

の真下で起こっ

たため，家屋の「層
そう

破
は

かい」，神
こう

戸
べ

市長
なが

田
た

区で発生した大
だい

規
き

模
ぼ

な火
か

災
さい

な

どにより，多くの方が命や財
ざい

産
さん

を失
うしな

いました。

　この地
じ

震
しん

は，淡
あわ

路
じ

島の野
の

島
じま

断
だん

層
そう

が動いて起こりました。六
ろっ

甲
こう

山は，こ

のような断
だん

層
そう

の動きによりつくられてきており，この地
じ

震
しん

で１２cm高

くなったといわれています。一つの活
かつ

断
だん

層
そう

は約
やく

１０００年に一度大きく

動くといわれています。

　東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

は，２０１１（平
へい

成
せい

２３）年に日本の東の海底で，長さ約
やく

５００km，幅
はば

約
やく

２００km

という広いはん囲
い

を震
しん

源
げん

域
いき

として発生しました。東
とう

北
ほく

地方の広いはん囲
い

を１０m以
い

上
じょう

の津
つ

波
なみ

がおそい，なく

なった人，ゆくえ不
ふ

明
めい

になった人をふくめて約
やく

２万人にのぼりました。

　また，地
じ

震
しん

やその後に起こった津
つ

波
なみ

のえいきょうで，福
ふく

島
しま

第一原子力発電所で事
じ

故
こ

が起こり，放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

が

放出されました。多くの人がひ難
なん

し，不
ふ

自由な生活を余
よ

ぎなくされています。

日本は，プレートの境
きょう

界
かい

近くにあります。大地をのせたプ

レートは動いており，海の底にあるプレートの境
さかい

目
め

や，本
ほん

州
しゅう

や淡
あわ

路
じ

島にある断
だん

層
そう

にひずみのエネルギーがたまると，

ときどきそれが解
かい

放
ほう

されて地
じ

震
しん

が起こります。東
とう

北
ほく

地方で

は，過
か

去
こ

100年ほどの間に，明
めい

治
じ

時代と昭
しょう

和
わ

時代にも大

きな地
じ

震
しん

と津
つ

波
なみ

におそわれました。

海洋プレート

大陸プレート
たい りく

×

震度７の地域

野島断層

4564人

1人２人
１人

4人
117人

1126人

443人

22人

49人

11人

58人

4人

32人

神戸市

三木市

明石市

加古川市
高砂市

芦屋市

尼崎市

伊丹市

川西市

播磨町

稲美町

淡路市

洲本市

兵庫県以外
はり ま

あかし

あわ じ

す もと

いな み

か  こ がわ

たかさご

み  き

こう べ

宝塚市
たからづか

あし や

死者　　  　　6434人

ゆくえ不明者 　 　  3人

負傷者　　   43792人

ふ めい

ふ しょう

かわにし

い たみ

西宮市
にしのみや

ひょう ご  い  がい

あまがさき

の じまだんそう

しん ど ち いき

震源地震源地
しん げん  ち

4667人

1367人

死者 ゆくえ不明者

1605人

217人

死者 ゆくえ不明者

66人

死者 ゆくえ不明者

4人

半径20km

震度７の地域震度７の地域

その他の都道県

×

岩手県

福島県

死者　　    　 15844人

ゆくえ不明者　    3393人

負傷者　　        5894人

福島第一原子力発電所福島第一原子力発電所

震源域震源域

いわ て

宮城県
みや ぎ

ふくしま

ふくしま

しん げん いき

震源地震源地
しん げん  ち

しん  ど ち  いき

ふ  めい

ふ  めい

ふ  めい

9507人9507人
1805人

死者 ゆくえ不明者
ふ  めい

はん けい

ふ  めい

ふ   しょう

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のひ害
がい

兵
ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

では，強いゆれが20秒程
てい

度
ど

，弱い
ゆれもふくめると全部で40秒程

てい

度
ど

続
つづ

いた。

東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

では，震
しん

度
ど

4以
い

上
じょう

のゆれが仙
せん

台
だい

市で170秒，福
ふく

島
しま

県いわき市で190秒続
つづ

いた。

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のひ害
がい

▲野
の

島
じま

断
だん

層
そう

（写真提供　人と防災未来センター）

プレート境
きょう

界
かい

型
がた

地
じ

震
しん

が起こる仕組み

警
けい

察
さつ

庁
ちょう

緊
きん

急
きゅう

災
さい

害
がい

警
けい

備
び

本部　2012年1月17日現
げん

在
ざい

（2006年5月19日消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

による）

なくなった方の約
やく

73％が

圧
あっ

死
し

・ちっ息死なんだ

よ。大きな地
じ

震
しん

のためす

ぐに家屋がつぶれ，その

下じきになったんだね。

ひ害
がい

のはん囲
い

は広く，北
ほっ

海
かい

道
どう

や関
かん

東
とう

地方でも人がなくなったわ。死
し

因
いん

の90％以
い

上
じょう

はでき死と言われ

ているわ。
テレビや新聞で見

た津
つ

波
なみ

は，すごく

こわかったわ。
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理科 6年

災害について知る

ゴー（地鳴り）
ガタガタ
（細かく小さいゆれ）

はげ

ゴー（地鳴り）
ガタンガタン
（細かく激しいゆれ）

ドーン（つき上げ）
グラグラ
（回るようなゆれ）

（つぶが大きくかたい地ばん）（つぶが大きくかたい地ばん）
（つぶが小さくやわらかい地ばん）（つぶが小さくやわらかい地ばん）

花こう岩
か 沖積層

ビリビリ

かたい岩

ユッサユッサ

やわらかい地ばん

ちゅうせきそう

有馬高
槻構造

線
あり   

 ま    た
か  つき

   こう 
  ぞう 

  せん 
 

中央構
造線ちゅう  

おう   こ
う   ぞう

   せん
  

野島断
層の   じま

    だん
  そう

山崎断層
やま   さき    だん  そう

フィリピン海プレート

ユーラシア
プレート

トラフ（海洋プレートが大陸プレートにしずみこむ場所。）

足摺岬足摺岬

高知高知

神戸神戸
大阪大阪

和歌山和歌山

2011年2011年

潮岬潮岬

津津

名古屋名古屋

浜名湖浜名湖 静岡静岡

東海地震東南海地震南海地震

1605年　慶長地震　M7.9

102年

147年

157年
92年 90年

65年 67年

1707年　宝永地震　M8.6

1854年　安政南海地震　M8.4 1854年　安政東海地震　M8.4

地震のはん囲

1946年　南海地震　M8.0

過
去
に
起
き
た
地
震

1944年　東南海地震　M7.9

なん かい じ   しん じ   しん じ   しん

じ  しん

じ  しん

しおのみさきしおのみさき

わ  か やまわ  か やま

おおさかおおさか

たいりくたいりく

こう べこう べ
な  ご  やな  ご  や

はま  な  こはま  な  こ しずおかしずおか
こう  ちこう  ち

あしずりみさきあしずりみさき

つつ

とう  なん かい とう  かい

ほう えい

じ  しんあんせいとうかい

とうなんかいじしんなん かい  じ  しん

じ  しんけいちょう

い

か  

こ

じ 

し
ん

あんせいなんかい   じ  しん

まぼろしの白
しら

石
いし

村

　淡
あわ

路
じ

島には『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』という古

い地図が伝
つた

わっています。

　この地図は淡
あわ

路
じ

島をうまくえがいてい

るのですが，現
げん

在
ざい

の淡
あわ

路
じ

島と見
み

比
くら

べると

島のかたちが少しちがいます。『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』には，南
みなみ

あわじ市の灘
なだ

地区から沼
ぬ

島
しま

に向けて，現
げん

在
ざい

存
そん

在
ざい

しない土地がえ

がかれています。そして，この土地にあった白
しら

石
いし

村ほか５つの村が室
むろ

町
まち

時代の

明
めい

応
おう

９（１５００）年の大
おお

地
じ

震
しん

でしずんだと記
き

述
じゅつ

されているのです。この大
おお

地
じ

震
しん

，一体どんなものだったのでしょう。

  淡
あわ

路
じ

島が関
かん

係
けい

する大
おお

地
じ

震
しん

としては，まずはプレート境
きょう

界
かい

型
がた

の南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

があり

ます。明
めい

応
おう

７（１４９８）年の南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

は静
しず

岡
おか

県の浜
はま

名
な

湖を海とつなげたとい

われますが，『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』はこの地
じ

震
しん

のことをいっているのでしょうか。

　また，淡
あわ

路
じ

島と沼
ぬ

島
しま

の間には中
ちゅう

央
おう

構
こう

造
ぞう

線
せん

が走っており，この断
だん

層
そう

の起こす地
じ

震
しん

などが高さ３００m以上のがけをつくってきました。白
しら

石
いし

村をしずめたのは

この活
かつ

断
だん

層
そう

が起こした地
じ

震
しん

だったのでしょうか。

　かつて白
しら

石
いし

村があったという話は南あわじ市灘
なだ

地区には長く伝
つた

わっており，

海がすんでいる日には海
かい

底
てい

に

神社の鳥
とり

居
い

が見えるという漁
りょう

師
し

もいるそうです。そんな土

地をしずめる大
おお

地
じ

震
しん

なんてち

ょっと想
そう

像
ぞう

できませんが，そ

もそも自
し

然
ぜん

の力の大きさとい

うのは人間の想
そう

像
ぞう

をはるかに

こえたものかもしれませんね。

兵
ひょう

庫
ご

県の活
か つ

断
だ ん

層
そ う

分
ぶ ん

布
ぷ

図
ず

とプレート境
きょう

界
か い

型
が た

地
じ

震
し ん

の歴
れ き

史
し

土地の様子と災
さ い

害
が い

　兵
ひょう

庫
ご

県
けん

南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

で，震
しん

度
ど

７を記
き

録
ろく

したのは，断
だん

層
そう

の上ではなく，沖
ちゅう

積
せき

層
そう

といわれるやわらかい地ばんの上で

した。沖
ちゅう

積
せき

層
そう

は，川の水などによって運ばれてきた土や砂などが，積
つ

もってできた土地です。

　うめ立て地などの

やわらかい地ばんの

土地では，地中から

どろ水が地面にふき

出す，液
えき

状
じょう

化
か

現
げん

象
しょう

が

起きました。

今後，動くと考えられる断
だん

層
そう

を活
かつ

断
だん

層
そう

といい，兵
ひょう

庫
ご

県やそ

の近くにも数多くあります。

慶
けい

長
ちょう

地
じ

震
しん

はゆれが小さいのに大きな津
つ

波
なみ

が来て，多く

のぎせい者が出たといわれています。

▲『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』（淡
あわ

路
じ

市立津
つ

名
な

図書館）

▲海に面したがけ（南あわじ市灘
なだ

地区）

周期的に発生するプレート境
きょう

界
かい

型
がた

地
じ

震
しん

地ばんとゆれ うめ立て地では

中
ちゅう

央
おう

構
こう

造
ぞう

線
せん

沼
ぬ

島
しま

方向

（写真提供　神戸新聞社）

読んでみよう
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12
時
に
サ
イ
レ
ン
が
町
中
に

ひ
び
い
た

明日に
生きる

も
く
と
う
を
す
る
か
ら
目
を
つ
ぶ
っ
た

あ
お
い
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
泣な

き
た
か
っ
た

で
も
泣な

き
た
く
な
か
っ
た

わ
た
し
は
学
校
の
校こ

う

舎し
ゃ

に
い
る

わ
た
し
は
中
学
校
に　

は
い
っ
た
り
す
る
ん
だ

で
も　

あ
お
い
と
か
つ
や
は
中
学
校
に　

は
い
ら
な
い

は
い
れ
な
い
ん
だ

ず
っ
と　

あ
お
い
は
十
一
才
で
い
る
ん
だ

あ
お
い
と
は
と
っ
て
も
仲な

か

が
良よ

か
っ
た

で
も
け
ん
か
も
し
た

会
い
た
い

ま
た
遊
び
た
い

い
っ
し
ょ
に
バ
レ
ー
し
た
い

話
を
し
た
い

あ
お
い
は
ひ
ょ
こ
っ
と
顔
だ
し
て
こ
な
い
か
な

声
を
か
け
て
く
れ
る
ん
で
は
な
い
か
な

「
ゆ
り
ち
ゃ
ん
」

あ
お
い
が
よ
ん
で
く
れ
そ
う
な
気
が
す
る

わ
た
し
は　

あ
お
い
の
こ
と
を
わ
す
れ
な
い

そ
う
い
え
ば　

あ
お
い
は

わ
た
し
の
身
長
を
ぬ
く
っ
て
言
っ
て
た
っ
け
な

わ
た
し
は
ぬ
い
て
ほ
し
か
っ
た

一
九
九
五
年
二
月
一
七
日

あ
の
日
か
ら
一
か
月
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恋ノ峠
標高約50m

恋ノ峠
標高約50m

鵜住居駅鵜住居駅

JR山田線JR山田線

グループホーム
ございしょの里
グループホーム
ございしょの里

釡石東中学校釡石東中学校

鵜住居小学校鵜住居小学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム
やまざき機能訓練
デイサービスホーム

き  のう くん れんき  のう くん れん

こい  の とうげこい  の とうげ

やくやくひょう こうひょう こう

うの すま  い  えきうの すま  い  えき

うの すま  い うの すま  い 

想定浸水域想定浸水域
そう  てい しん すい いきそう  てい しん すい いき

かま いし ひがしかま いし ひがし

自分の身は自分で守る

防災訓練防災訓練 6年6年

しゅん時の判
は ん

断
だ ん

　救
す く

った命

2011（平
へい

成
せい

23）年3月11日，午後2時46分，マグニチュード9.0の東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

。岩
いわ

手
て

県釜
かま

石
いし

市の釜
かま

石
いし

東
ひがし

中学校の生徒たちは，何度も行ってきた合同ひ難
なん

訓
くん

練
れん

どおり，鵜
うの

住
すま

居
い

小学校の児
じ

童
どう

の手を引いてひ難
なん

しました。津
つ

波
なみ

で校
こう

舎
しゃ

3階までしん水しましたが，校内にいた全員が無
ぶ

事
じ

にひ難
なん

す

ることができた中学生の行動を追ってみましょう。

❶14時46分〜50分　「ゆれが長いし，強い。校
こう

舎
しゃ

つぶれるかも」

　足が海の方へ引っ張
ぱ

られるように地面が大きくずれた。3年生の菊
きく

池
ち

さんは，プレート境
きょう

界
かい

型
がた

の地
じ

震
しん

だから津
つ

波
なみ

がくると直感した。
　グラウンドに整列しようとする生

せい

徒
と

に，先生たちが「にげろ」「走れ」と声をかけた。
　3年生の山

やま

本
もと

さんは，みんなが校門の方へ走り出すのを見て，全速力でかけ出した。
　鵜

うの

住
すま

居
い

小では，津
つ

波
なみ

のとう達
たつ

が早いかもしれないと判
はん

断
だん

し，児
じ

童
どう

を校
こう

舎
しゃ

３階にひ難
なん

させていた。
しかし釜

かま

石
いし

東
ひがし

中の生徒が走るのを見て，校外へのゆう導
どう

を始めた。

❷14時50分〜15時　「全速力で校門の外へ。小学生といっしょに」

　菊
きく

池
ち

さんは，鵜
うの

住
すま

居
い

小をすぎた辺
あた

りで，大
おお

津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

を知らせる防
ぼう

災
さい

無
む

線
せん

を聞いた。この辺
あた

りは津
つ

波
なみ

が

大きくなりやすい地形だから，指定されていたひ難
なん

所
じょ

のございしょの里も危
あぶ

ないと思った。

　山
やま

本
もと

さんは，ございしょの里に訓
くん

練
れん

より早く着いた。標
ひょう

高
こう

は学校と数メートルしかちがわないし，川

の近くなので，津
つ

波
なみ

がさかのぼってくるのではないかと思った。

❸15時〜15時10分　「がけくずれが起きている。とんでもないことが起こる」

　小学生もございしょの里に向かっていた。着いた者からございしょの里で整列した。

　学級委員の点
てん

呼
こ

の後，菊
きく

池
ち

さんは，がけくずれも気がかりだった。クラスメートと，「ここは危
あぶ

ないよね」

と話し合った。「もっと上ににげたほうがいい」と心配する声が聞こえた。

❹15時10分〜　「もっと上に。高台へ走る」

　ございしょの里に小中学生が全員ひ難
なん

した。

「ここも危
あぶ

ない」先生から，「中学生は小学生一人と手をつないでここより高台のやまざきデイサービスににげてく

ださい」と指
し

示
じ

が出た。

　菊
きく

池
ち

さんは，４年生ぐらいの男子と手をつないで出発した。ゴゴゴという音を聞いた。小学生には，「だいじょうぶ

だからね」と声をかけながら速足で歩いた。

❻15時30分〜　

　生徒たちは恋
こい

ノ
の

峠
とうげ

にたどり着いた。津
つ

波
なみ

は

やまざきデイサービスの手前で止まった。

❺15時17分〜30分　

「ふり返るとけむりが見えた」
「街

まち

がない。走れ，走れ」

　列の前の生徒が走り出した。山
やま

本
もと

さんも走りながらふり返る

と，海の方にけむりが見えた。デイサービスのちゅう車場にとう

着すると，津
つ

波
なみ

が街
まち

をのみこんでいくのが見えた。

　菊
きく

池
ち

さんは，ちゅう車場で男子生
せい

徒
と

がさわぐのを聞いた。次の

しゅん間，海の方を見て，街
まち

がないことにがく然
ぜん

とした。

「にげろ！　自分の命は自分で守るんだぞ」と先生がさけんだ。

　恋
こい

ノ
の

峠
とうげ

の手前に急な坂がある。幼
おさな

い子ども二人の手を引く母親

に気づいた生
せい

徒
と

が一人をおぶった。サッカー部の生
せい

徒
と

は，保
ほ

育
いく

所

の子どもを乗せた手おし車を職
しょく

員
いん

に代わっておした。

　最
さい

初
しょ

にひ難
なん

していたごさいしょの里が津
つ

波
なみ

にのまれたのは，全

員がはなれて約
やく

５分後のことだった。

毎
まい

日
にち

新聞（２０１１年８月１２日）の記事をもとに，二人の中学生の様子を中心に釜
かま

石
いし

東
ひがし

中学校の生徒の行動を追いかけました。

平
ひら

野
の

校長の言葉
　今回のことは「釜

かま

石
いし

のきせき」と呼
よ

ばれてい

ますが，わたしたちにとっては「きせき」では

ありません。日ごろの訓
くん

練
れん

や学習があったから

こそ，想定外の津
つ

波
なみ

にもかかわらず無
ぶ

事
じ

にひ難
なん

することができたのです。そのことを兵
ひょう

庫
ご

のみ

なさんにわかってほしいと願
ねが

っています。

❸❹

❷
❶

❻

❺

▲やまざきデイサービス	 （写真提供　浦山文男さん）

▲「ございしょの里」を出発し，手を取り合って
　		ひ難

なん

する児童・生徒	 （写真提供　高村幸男さん）

▲鵜
うの

住
すま

居
い

小学校の校
こう

舎
しゃ

につきささった自動車
	 （写真提供　毎日新聞社）
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悲しみを乗りこえて明日に
生きる

　初
は じ

めに，この震
し ん

災
さ い

でなくなられた全ての方々のごめい福をおいのりし

ます。

　1月17日，今思い出してもこわいあの日のこと。ぼくにとってはも

ちろんのこと，父や母，そして，祖
そ

父
ふ

母
ぼ

にとってさえ，生まれて初
は じ

めて

経
け い

験
け ん

した大
お お

地
じ

震
し ん

。

　たったの十数秒間ゆれただけで５０００人をこす人々がなくなり，交
こ う

通
つ う

もうや水道，ガス，電気がたたれ，町がこわれてしまったなんて，ど

うしても信
し ん

じられません。夢
ゆ め

ではなかったのだろうか。

　悪い夢
ゆ め

を見たのだったらいいのにと思っても，一歩外へ出ると，ゆが

んだ道路，こわれた家々，さまよいひ難
な ん

する人たち……。

　太陽は明るくかがやいているのに，六
ろ っ

甲
こ う

山
さ ん

や甲
かぶと

山
や ま

はいつもと変わらな

いすがたを見せているのに，そして，浜
は ま

や夙
しゅく

川
が わ

には，今年も来た水鳥た

ちがにぎやかに群
む

れているのに，こういうところを見ていると，よけい

に悲しくなってしまいます。

　ぼくは，なんだか，心にぽっかりあなが開いてしまったような気がし

ます。

　どうして，ぼくたちの町はこんなにもあれ果
は

ててしまったのだろう。

どうして，こんなにも大
お お

勢
ぜ い

の人たちがなくなってしまったのだろう。

　考えても考えてもなっとくがいきません。

　１月30日，学校が再
さ い

開
か い

され，授
じ ゅ

業
ぎょう

が始まりました。久
ひ さ

しぶりに友
と も

達
だ ち

と会えた喜
よろこ

びもつかの間，それからのほうが，何だかさびしくなった気

がします。花をかざったつくえや空
く う

席
せ き

が目立つからです。仲
な か

良
よ

しだった

友
と も

達
だ ち

がなくなったからです。もっともっと，いっしょにいろんなことを

したいと思っていた多くの友
と も

達
だ ち

が，遠くへ行ってしまったからです。

　家族や親
し ん

類
る い

を失
うしな

った友
と も

達
だ ち

もあります。家がこわれてひ難
な ん

している友
と も

達
だ ち

もあります。授業の内
な い

容
よ う

や学校の建
た て

物
も の

が，たとえ元通りになったとして

も，友
と も

達
だ ち

の顔ぶれは，二度と前と同じにはそろいません。

　ほんとうに悲しい，つらいことだけれど，この悲しみやつらさを乗り

こえるのが，今のぼくたちにあたえられた課
か

題
だ い

だと思っています。

　震
し ん

災
さ い

でなくなられたみな様，ぼくたちのがんばりをどうか見ていてく

ださい。あなた方のことを，ぼくたちは決してわすれません。

　どうぞ安らかにねむってください。

1995（平
へ い

成
せ い

7）年2月26日 西
にしの

宮
み や

市合同いれい祭 ついとう文

（数字については「明日に生きる」原文のとおり）
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自分の身は自分で守る

考
えてみよう

考
えてみよう

考
えてみよう

地
じ

震
し ん

時に命を守るひ難
な ん

行動

大きな地
じ

震
しん

を何度も経
けい

験
けん

したわが国で

は，「地
じ

震
しん

時の心
こころ

得
え

」が，さまざまな標
ひょう

語
ご

として伝
つた

わっています。しかし，それら

はほんとうに正しいのでしょうか。いろ

いろな意見をもとに，新しい防
ぼう

災
さい

の標
ひょう

語
ご

を考えてみましょう。

「あわてて外に飛
と

び出さない」
「身をかくして頭を保

ほ

護
ご

する」

下の標
ひょう

語
ご

があてはまるとき，あてはまらない
ときは，どんなときか考えてみよう。
①「おはしも」（おさない，はしらない，しゃべらない，もどらない）

②「窓
ま ど

やとびらを開けて出口の確
か く

保
ほ

」

昼食どきに地
じ

震
しん

が起こった関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

で
は，数万人が火事でなくなったわ。阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

では，神
こう

戸
べ

を中心にたく
さんの火事があったわよ。

1981（昭
しょう

和
わ

56）年に建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

が見直
され，地

じ

震
しん

に強い建
たて

物
もの

の建
けん

設
せつ

が進んだん
だ。
阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

でも新設
せっ

計
けい

の住
じゅう

宅
たく

はほ
とんどひ害

がい

を受けなかったそうだよ。

はわないと動けないようなとき，台所で
火の始

し

末
まつ

をしようと動くことなんてでき
るのかしら。

震
し ん

度
ど

人の体感・屋内の状
じょう

きょう

５弱
大半の人がきょうふを感じ，物
につかまりたいと感じる

５強
たなにある食

しょっ

器
き

類
るい

などで落ちる
物が多くなる

６弱 立っていることが困
こん

難
なん

になる

６強
はわないと動くことができな
い，飛

と

ばされることもある

気
き

象
しょう

庁
ちょう

「地
じ

震
しん

の揺
ゆ

れと状
じょう

況
きょう

」

頭を守るものが近くにない場合，動き回
るほうが危

あぶ

ない気がするわ。

ゆれているときの行動と
けがをした人の割

わり

合
あい

〈ゆれているときの行動〉 〈けがをした人〉

家具を支
ささ

えた 約
やく

 10 ％

ひ難
なん

しようとした 約
やく

 40 ％

静
せい

止
し

していた 約
やく

 2 ％

津
つ

波
なみ

てんでんこ
　「てんでん」は，「めいめい」とか「各自」という意味で，「津

つ

波
なみ

てんでんこ」とは，「津
つ

波
なみ

のときは，一人一人がて

んでんばらばらになって，少しでも早く高いところににげなさい」という三
さん

陸
りく

地方に伝
つた

えられる心
こころ

得
え

だそうです。

　津
つ

波
なみ

のい力や速さは，わたしたちの想
そう

像
ぞう

をはるかにこえています。三
さん

陸
りく

地方は，何度も津
つ

波
なみ

に苦しめられました。

 「津
つ

波
なみ

てんでんこ」とは，自分の身は自分で守るという決意だけでなく，津
つ

波
なみ

のとき，そばにはいない家族や友人

の行動を信
しん

らいする，そのためにふだんから最
さい

善
ぜん

の備えをしておくという，三
さん

陸
りく

地方の人々の強い思いが感じられる

心
こころ

得
え

ではないでしょうか。

「グラッときたら　火の始
し

末
ま つ

」

地
じ

震
しん

防
ぼう

災
さい

研
けん

究
きゅう

を踏
ふ

まえた避
ひ

難
なん

行動等に関
かん

する作業部会報
ほう

告
こく

書
しょ

（平
へい

成
せい

22年5月31日）を参
さん

考
こう

に作
さく

成
せい

神戸市

三木市

明石市

西宮市芦屋市

尼崎市

伊丹市

宝塚市

淡路市

み  き

あか し
こう べ

あし や

い たみ

たからづか

にしのみや

あまがさき

あわ じ ７１１９とう
総全壊とう数

５０
８

７０４６

１

２

８

１
そう ぜん かい

（写真提供　国立科学博物館）

今は，震
しん

度
ど

5弱程
てい

度
ど

で都市ガスは自動的
てき

に止ま

るようになっている。プロパンガスも地
じ

震
しん

など

のときは，安全装
そう

置
ち

がガスを止めてくれるね。

電気が復
ふっ

旧
きゅう

するときに起こる「通
つう

電
でん

火
か

災
さい

」とい

うのもあるらしいね。

熱
ねつ

をもったままストーブが転ぶ

と，ガスは止まっても危
あぶ

ないん

じゃないかな。

じょうぶな家に住んでいても，

家具が不
ふ

安定だと危
あぶ

ないんじゃ

ないかな。

地
じ

震
しん

時の火の始
し

末
まつ

はいつ

すればいいかな？

地
じ

震
しん

時の行動は，ゆれの強さだけでな

く，ゆれている最
さい

中
ちゅう

なのか，ゆれが収
おさ

まった後なのかでもちがってくるわね。

読んでみよう
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わたしにとっての地
じ

震
し ん

明日に
生きる

　学校に入学して，4年がたちました。やっと自分でバスの停
て い

りゅう所

まで行けるようになりました。家と道のだん差
さ

，歩道の点字ブロック，

信
し ん

号
ご う

機
き

のメロディ，停
て い

りゅう所の手前にある階だんの数……。

　でも，あの地
じ

震
し ん

の日から，道路の様子がまったく変
か

わってしまったの

です。道路のいたるところにひびわれができ，工事のため，通行止めや

まわり道ばかりで，今までの街
ま ち

とは思えません。

　１か月ほどたって，学校は再
さ い

開
か い

されましたが，停
て い

りゅう所までの道が

わかりません。からだ全体で感じていた道が，すっかり変
か

わってしまっ

ています。それからというもの，ずっと，停
て い

りゅう所までお父さんやお

母さんに送ってもらうことになりました。

　地
じ

震
し ん

から３か月ほどたって，工事も一
い ち

応
お う

おさまり，停
て い

りゅう所までの

道の様子がわかるようになってきました。

　いよいよ，一人で停
て い

りゅう所まで行く前日の夜，ふとんの中で，道の

様子を思いうかべてみました。

「あそこの角を曲がったら，だん差
さ

に気をつけて……。」

　もう一人でもだいじょうぶ。

　次の日の朝，

「行ってきまあす。」

　元気な声であいさつをして家を出ました。

　ここはいつもの角だなと感じ，道を曲がろうとすると，歩道のだん差
さ

がありません。

「ちょっと曲がるの早かったかな。」

「もうすぐ犬がいる家だな。犬，犬……。」

　ところが，犬のいる気
け

配
は い

がありません。だんだんと不
ふ

安
あ ん

になってきま

した。いっしょうけんめいにいつもの感じを思い出しながら歩きました

が，不
ふ

安
あ ん

はどんどん増
ま

していきます。

「おはよう。どこまで行くの？」

と，明るい女の人の声。

「バスの停
て い

りゅう所までです。」

と小さい声で言いました。

「わたしのうでを持って。わたしも停
て い

りゅう所の前を通るのよ。」

「ありがとうございます。」

と，大きな声で女の人に答えました。

　次の日の朝，角を曲がったところで，

「おはよう。」

と，あの明るい声。

「おはようございます。昨
き の う

日はありがとうございました。今日もお願
ね が

い

できますか。」

と，たのんでみました。

「いいですよ。どうぞ。」

　それから毎日，明るい声の

持ち主は，

「おはよう。どうぞ。」

と声をかけ，わたしにうでを

差
さ

し出してくれます。わたし

は登校するのがうれしくなっ

てきました。
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共に生きる

ぼくらができるひ災
さ い

地支
し

えん

「ぼくらも何かをしよう。」

　そんな声があがったのは，神
こう

戸
べ

を大
おお

地
じ

震
しん

がおそってから３日目の朝，ボラン

ティアの人たちがやって来たニュースを見ているときだった。

　わたしたちのクラスでは，朝も昼も大
だい

震
しん

災
さい

のニュースをテレビで見ていた。

１日目の朝は，びっくりしてさわいでいた。でも，その日の昼からは，みんな

だまってしまった。道路やビルがこわれているだけでなく，火が燃
も

え広がって

いる。家族をなくし泣
な

いている人がいる。家をなくし立ちつくす人がいる。た

くさんの人たちが学校にひ難
なん

している。人々の苦しみや悲しみが，わたしたち

にもひしひしと伝
つた

わってきた。

　３日目の２時間目から，何かできることはないかとクラスで話し合った。わ

たしたちの力で，今すぐできることを考えた。学校やひ難
なん

所
じょ

にいる人たちには

げましの手紙を送ること，ぼ金
きん

を集めて送ること，そして児
じ

童
どう

会
かい

にもよびかけ

て全校に協
きょう

力
りょく

してもらうことに決まった。

　児
じ

童
どう

会
かい

の委員が，校門でぼ金
きん

を集めている。先生たちや学校に来た大人の人

もぼ金
きん

をしてくれる。わざわざ，学校まで持ってきてくれる人もいる。はげま

しの手紙はわたしたちのクラスで集めている。こんなに集まるとは思っていな

かった。１年生の子まで書いてくれた。みんな，大
おお

地
じ

震
しん

におそわれた人々を，

少しでも助けたいと思っている。

「地いきの人にもよびかけよう。」

　そんな意見も出てきて，学級会で話し合うことになった。

　ひ害
がい

の大きさに比
くら

べたら，わたしたちがやっていることはささいなことかも

しれないけど，わたしたちは，今がんばっている。

（明日に生きる「ぼくらも何かをしよう」）

東
ひがし

日
に

本
ほ ん

大
だ い

震
し ん

災
さ い

で兵
ひょう

庫
ご

の小学生が行った支
し

えん

校内でのぼ金
きん

活動（三
み

木
き

市立別
べっ

所
しょ

小学校）

学校でつくった米をひ災
さい

地へ送る活動の

計画（豊
とよ

岡
おか

市内の14小学校）

津
つ

波
なみ

で流された写

真のどろやほこりを

取り除
のぞ

く活動（神
こう

戸
べ

市立桂
かつら

木
ぎ

小学校）

お礼の手紙
豊岡市に住む小学生のみなさん，

　お米をありがとうございます。

　とてもうれしかったです。

　わたしは，すぐに地図帳で豊岡を調べました。そした

ら，コウノトリのマークがあり，かばんが名産品だと知

りました。

　豊岡盆地はどんなところですか。

　名足は今，津波のためにがれきがいっぱいです。それ

を見ると，悲しい気持ちになります。でも，みなさんが

応えんしてくれるので，あきらめないでがんばります。

お米はたいせつに食べます。

　大きなつぶのお米にびっくりしました。

　ありがとうございました。

南三陸町立名足小学校5年生

とよ  おか

とよ  おか

めい さん ひん

とよ  おか ぼん ち

つ　なみな　たり

おう

な　たりみなみ さん  りく

ひ災
さい

者のために手紙と折
お

りづるを送る活動

（太
たい

子
し

町立斑
いかる

鳩
が

小学校）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

支
し

えん物
ぶっ

資
し

は箱ごとに分
ぶん

類
るい

して送ればひ災
さい

地で仕分け
をしなくてすむね。

お礼の手紙はうれしかっ
たけど，書くのもたいへ
んだったでしょうね。
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花と水明日に
生きる

　１月１７日，わたしが勤
つ と

めている幼
よ う

ち園にかけつけたときは，すでに５００

人をこえるひ難
な ん

者
し ゃ

でごった返していました。そのときから，わたしはひ難
な ん

所
じ ょ

の

仕事に追われる毎日となりました。

　そんなある日，

「きれいな花ですね。」

という声にふり向くと，ボランティアの人が花だんに見とれていました。それ

は，全国花のコンクールで最
さ い

ゆうしゅう賞
しょう

をとった自
じ

慢
ま ん

の花だんでしたが，震
し ん

災
さ い

後
ご

はまったく手入れができていませんでした。

「子どもたちにはかわいそうですが，水がないので，今年はもう花のなえづく

りもあきらめているんですよ。」

「さみしいなあ。こんなときだからこそ，子どもたちに花が必
ひ つ

要
よ う

なのかもしれ

ないのにね。」

　その一言が，わたしを目
め

覚
ざ

めさせてくれました。何としても，花のなえを育

てなければと思いました。雨がふるとバケツなどに水をためましたが，３万株
か ぶ

以
い

上
じょう

のなえにはとても足りません。といって，給
きゅう

水
す い

車
し ゃ

の大切な水は１てきたり

とも使えません。川の水しかないと思いました。しかし，生活のための水にも

不
ふ

自由しているひ難
な ん

者
し ゃ

の気持ちを考えると，昼間，ひ難
な ん

者
し ゃ

の目の前で花に水を

やることは，川の水といえどもできません。

　そこで，真夜中になると，自動車にポリタンクを積
つ

んで芦
あ し

屋
や

川
が わ

に水をくみに

いきました。頭とこしにかい中電
で ん

灯
と う

をつけ，２，３メートル下の川の水をロー

プにくくりつけたバケツでくみ上げました。こうして持ち帰った水をじょうろ

に移
う つ

し替
か

え，一株
か ぶ

一株
か ぶ

ていねいに水をやりました。多くのなえに水をやるた

め，何度も何度も幼
よ う

ち園と芦
あ し

屋
や

川
が わ

を往
お う

復
ふ く

し，すべてのなえに水をやり終えるこ

ろには，もう夜も明けようとしていました。

　ある夜，いつものように水をやっていると，ひ難
なん

生活を送っている人が起きて

きました。その人は，水やりの様子をじっと見ていましたが， しばらくして，

「その水はどこからくんできたの？」

と聞いてきました。それがきっかけで二人は話をするようになり，気がつく

と，わたしは花への思いを熱
ね つ

意
い

をこめて語っていました。

「わたしも手
て つ だ

伝っていいかな。」

　こうして，ひ難
な ん

生活を送っている人やボランティアの人も手
て つ だ

伝ってくれるよ

うになりました。

　寒い冬の水やりはたいへんつらい作業です。何度もくじけそうになりなが

ら，みんなの支
さ さ

えによって，水道が復
ふ っ

旧
きゅう

するまでの２か月間，水やりを続
つ づ

ける

ことができました。

　春になりました。

　あの３万をこえる花は，いっせいにさきそろい，登園してくる子どもたちを

むかえました。ひ難
な ん

生活を送っている人々にも，心の安らぎをあたえました。

　わたしは，水をもらった花のようにすがすがしい気持ちになりました。
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生き方を考える

ぼくたちの夏

　２００９（平
へい

成
せい

２１）年８月９日，とつ然
ぜん

のごう雨にみまわれ，ぼくたちの町はいっしゅんにして何もか

もがうばわれてしまいました。土
ど

砂
しゃ

であふれた道路，こわれた家の前に立ちつくす人，たくさんの人のなみ

だ，多くの悲しい姿
すがた

がありました。

　ぼくの所
しょ

属
ぞく

する佐
さ

用
よう

高校野球部は，大切な秋の県大会に向けて練習をしなければいけないのですが，もう

練習どころではありません。いても立ってもいられないのです。あくる日，先生や主
しゅ

将
しょう

の呼
よ

びかけで，みん

なで佐
さ

用
よう

の町にボランティアに行くことにしました。

「うっ，こんなにひどいとは……。」

　あまりの悲さんさに，はじめは声も出ませんでした。

「とにかく，できることから始めよう。」

　ぼくたちは，みんなの役に立ちたい一心で，家の中の

どろや土
ど

砂
しゃ

をのけたり，水につかったたたみや家
か

財
ざい

を運

び出したりしました。みんな必
ひっ

死
し

です。どんなにたいへんな作業もつらいとは思いませんでした。

　そんなぼくたちに，ひ害
がい

で苦しんでいる町の人たちは，何度も何度も頭を下げて，

「ありがとう。お兄ちゃんたち。」

と，温かく声をかけてくださいました。

「ぼくたちより何倍もつらい思いをしているはずなのに……。」

　かえって元気をもらえたような気分になりました。

　そんなボランティアに明け暮
く

れる日々が夏休み中続
つづ

きました。

　ようやく町も少しずつ落ち着き始め，ぼくたちも大会に向けた練習を再
さい

開
かい

しました。しかし，秋の県大会

は1回戦で敗れ去
さ

りました。水
すい

害
がい

後のボランティア活動で満
まん

足
ぞく

な練習ができなかったことを後かいすること

はありませんでしたが，試
し

合
あい

に負けたくやしさは強く，帰りのバスの中はちんもくが続
つづ

きました。

　高校３年生，最
さい

後
ご

の夏がやってきました。町の復
ふっ

興
こう

とともに，ぼくたち野球部も，甲
こう

子
し

園
えん

をめざして練習

にはげむことができるまでになりました。しかし，えん天下の練習は厳
きび

しく，もうやめたいと思うこともた

びたびありました。

　ある日，練習で心も体もつかれきってしまったぼくた

ちは，下を向いたまま帰っていました。商
しょう

店
てん

街
がい

を通りか

かったとき，

「お兄ちゃんたち，わたしたちの分までがんばってな。」

「がんばれ，野球部。応
おう

えんしてるで。」

と，町の人たちの温かい声があちこちから聞こえてきました。ぼくたちは，胸
むね

にじんとくるものを感じまし

た。

「よしっ。」

　あくる日からは，あれだけ苦しいと思っていた練習がなんだか楽しくさえ感じられました。みんなで声を

かけ合いながら，プレーできる喜
よろこ

びを感じながら白球を追いかけました。

　夏の県大会が始まりました。ぼくたちにとっては最
さい

後
ご

の大会です。

　試
し

合
あい

前，主
しゅ

将
しょう

がみんなに熱
あつ

く語りかけました。

「ボランティアのときも地元の人から応
おう

えんされ，はげまされた。今度はぼくたちが少しでも町の人のはげ

みになるような試
し

合
あい

をしよう。」

　全員で必
ひっ

勝
しょう

をちかい合いました。そして，チームは，順
じゅん

調
ちょう

に勝ち進み，ベスト１６になりました。町の人

も大
おお

喜
よろこ

びです。しかし，ベスト８まであと一歩のところで，ぼくたちの夏はついに終わりました。

　数日後，野球部のかんとくに１本の電話が届
とど

きました。ぼくたちの夏は終わっていなかったのです。甲
こう

子
し

園
えん

大会の開会式に先
せん

導
どう

役
やく

として，ぼくたち野球部の主
しゅ

将
しょう

が選
えら

ばれたのです。ぼくたちは，飛
と

びはねて喜
よろこ

びま

した。どんな形であれ，夢
ゆめ

の甲
こう

子
し

園
えん

に行けるのです。

　開会式当日，いよいよ入場行進です。ぼくたち野球部員は，４万人の大
だい

観
かん

衆
しゅう

とともにスタンドから声えん

を送りました。

　主
しゅ

将
しょう

が胸
むね

を張
は

って堂
どう

々
どう

と歩いています。主
しゅ

将
しょう

の行進に合わせてぼくたちも力いっぱい手びょうしをしまし

た。ぼくたちの胸
むね

に熱
あつ

いものがこみ上げてきました。

　甲
こう

子
し

園
えん

球
きゅう

場
じょう

をうめつくした観
かん

客
きゃく

からの温かいはく手が，いつまでも鳴りやみませんでした。

（「佐
さ

用
よう

町立佐
さ

用
よう

小学校　道
どう

徳
とく

資
し

料
りょう

集
しゅう

」より）

佐
さ

用
よう

高校の卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

間近，佐
さ

用
よう

の町
では，商店街

がい

のあちらこちらに，
佐
さ

用
よう

高校の生
せい

徒
と

への感
かん

謝
しゃ

のメッ
セージがかかげられました。
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公の助けを得る

阪
は ん

神
し ん

 ・ 淡
あ わ

路
じ

大
だ い

震
し ん

災
さ い

からの復
ふ っ

旧
き ゅ う

 ・ 復
ふ っ

興
こ う

1995（平
へい

成
せい

7）年に発生した兵
ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

は，多くの命と財
ざい

産
さん

をうばいました。人々は自分の力

で生活を立て直すことを原
げん

則
ぞく

とし，ときにはたがいに助け合い，行
ぎょう

政
せい

の助けを得
え

ながら復
ふっ

興
こう

の道を歩

んできました。

ここでは，行
ぎょう

政
せい

のはたらきについて学び，復
ふっ

旧
きゅう

・復
ふっ

興
こう

の道のりについて考えてみましょう。直　後

直後から

数年後

　地
じ

震
しん

の直後，多くの住
じゅう

民
みん

がくずれた家屋の下じきになり，広い

地
ち

域
いき

で火
か

災
さい

が発生しました。

　ひ災
さい

した地
ち

域
いき

の消
しょう

防
ぼう

隊
たい

は，ひ害
がい

の小さかった地
ち

域
いき

や全国からの

応
おう

えんを得
え

ながら救
きゅう

命
めい

・救
きゅう

助
じょ

活動を行いました。

　地
じ

震
しん

から１か月ぐらいたつと，ライフラインや道路の復
ふっ

旧
きゅう

が進

み，学校や仕事も元にもどってきます。家屋のひ害
がい

がなかった人

は安全がもどったように感じ始
はじ

めることができました。

　１４３０万トンのがれきがうめ立てなどに使われました。復
ふっ

旧
きゅう

が終わり，自分をひ災
さい

者と意
い

識
しき

しない人も多くなってきました。

復
ふっ

興
こう

に際
さい

しては，住
じゅう

民
みん

と行
ぎょう

政
せい

が話し合い，地
じ

震
しん

に強い街
まち

づくりが

進められました。

　地
じ

震
しん

では，多くの建
たて

物
もの

がたおれ，家を失
うしな

った人がたくさん

いました。行き場をなくした人々は，近くの小学校などのひ

難
なん

所
じょ

に身を寄
よ

せました。ピーク時には，約
やく

１２００か所のひ

難
なん

所
じょ

に，約
やく

３２万人がひ難
なん

しました。

　震
しん

災
さい

からの復
ふっ

興
こう

で欠
か

かすことができないのが，

家を失
うしな

った人の住
じゅう

居
きょ

の確
かく

保
ほ

です。仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

等の不
ふ

自由な生活をしいられているひ災
さい

者の生活を一
いっ

刻
こく

も早く再
さい

建
けん

するため，災
さい

害
がい

復
ふっ

興
こう

公
こう

営
えい

住
じゅう

宅
たく

の建
けん

設
せつ

が

進められました。

1か月後

1年後

消
しょう

防
ぼう

隊
たい

の救
きゅう

命
めい

・救
きゅう

助
じょ

ひ難
なん

所
じょ

の運
うん

営
えい

災
さい

害
がい

復
ふっ

興
こう

公
こう

営
えい

住
じゅう

宅
たく

の供
きょう

給
きゅう

ライフラインや道路の復
ふっ

旧
きゅう

，学校再
さい

開
かい

がれきの処
しょ

理
り

が終りょうし，復
ふっ

興
こう

へ

半年後

　震
しん

災
さい

発生のわずか３日後から，仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

の建
けん

設
せつ

が行われまし

た。８月には約
やく

４万８千の仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

が完
かん

成
せい

したことにより，ほ

とんどのひ難
なん

所
じょ

は閉
へい

さされました。

　このころには多くの人にとって，住まいの問題も解
かい

決
けつ

し，生

活が落ち着いてきました。

仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

の設
せっ

置
ち

（仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

に入
にゅう

居
きょ

した人は，ひ災
さい

地全体の約
やく

1.7％でした）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

「防
ぼう

災
さい

に関
かん

する標
ひょう

準
じゅん

テキスト知
ち

識
しき

編
へん

」（内
ない

閣
かく

府
ふ

）などを参
さん

考
こう

に作
さく

成
せい

（写真提供　人と防災未来センター）

1か月後

行
ぎょう

政
せい

は，住む場所の確
かく

保
ほ

に大きな役
やく

割
わり

を果
は

た

してくれたね。

消
しょう

防
ぼう

隊
たい

がすぐに来られなかった地
ち

域
いき

では，住
じゅう

民
みん

が力を合わせて家屋の下

じきになった人々を助けたのよ。

仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

などでは，だれにも気
き

付
づ

かれ

ずに高れい者らが独
ひと

りきりでなくなる

「こ独
どく

死
し

」の問題も起こったんだよ。

街
まち

並
な

みは数年できれいになっ

たけど，家族や住むところを

失
うしな

った人たちにとって，復
ふっ

興
こう

は長い道のりになるね。

2〜3週間後

1年後

半年後

地震発生直後
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公の助けを得る

正
せい

確
かく

な情
じょう

報
ほう

を早く知る
　大

おお

地
じ

震
しん

が来て停
てい

電
でん

が起こると，わたしたちは

テレビやインターネットといった情
じょう

報
ほう

を得
え

る手
しゅ

段
だん

を失
うしな

います。このようなとき，わたしたちは

どのような情
じょう

報
ほう

を何から手に入れればよいので

しょう。

　大
おお

地
じ

震
しん

の後，まず知りたいのは，今いる場所

にいて安全なのか，どこの病院ならしん察
さつ

が受

けられるかといった命に関
かか

わる情
じょう

報
ほう

でしょう。

停
てい

電
でん

でテレビが映
うつ

らず，インターネットもつな

がりにくくても，ラジオはほぼ受
じゅ

信
しん

でき，阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のときも活
かつ

躍
やく

しました。

　町の防
ぼう

災
さい

無
む

線
せん

は，津
つ

波
なみ

の高さなどを放送する

かもしれません。ただ，行
ぎょう

政
せい

の想定すらこえた

東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

では，実
じっ

際
さい

に来る津
つ

波
なみ

よ

り低い津
つ

波
なみ

が来るとの放送がなされた地
ち

域
いき

もあ

ったそうです。最
さい

後
ご

にたよりになるのは，日ご

ろの防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

や防
ぼう

災
さい

教育できたえた自分自身の

判
はん

断
だん

力
りょく

です。

　次に知りたいのは家族の安全でしょう。電話

がつながりにくいときは，Ｎ
エヌ

Ｔ
ティー

Ｔ
ティー

やけい帯
たい

電話

各
かく

社
しゃ

の災
さい

害
がい

伝
でん

言
ごん

板
ばん

などを使って連
れん

らくをとるこ

とを考えましょう。

　少し落ち着くと，ひ害
がい

の全体像
ぞう

を知りたくな

ります。テレビやラジオ，インターネットは

刻
こく

々
こく

と新しい情
じょう

報
ほう

を発
はっ

信
しん

するでしょう。阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のとき，神
こう

戸
べ

新聞は京
きょう

都
と

新聞の協
きょう

力
りょく

を

得
え

て，地
じ

震
しん

当日の夕
ゆう

刊
かん

をひ災
さい

地に配りました。東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のとき，石
いしの

巻
まき

日
ひ

日
び

新聞は，手書きの

かべ新聞をひ難
なん

所
じょ

に張
は

り出しました。近所の人も重
じゅう

要
よう

な情
じょう

報
ほう

源
げん

ですが，大
だい

災
さい

害
がい

の中で混
こん

乱
らん

してい

る場合もあるので，まちがった情
じょう

報
ほう

にまどわされないようにしましょう。

Ｎ
エヌ

Ｔ
ティー

Ｔ
ティー

災
さい

害
がい

伝
でん

言
ごん

ダイヤル「171」やけい帯
たい

電話各社の「災
さい

害
がい

用伝
でん

言
ごん

板
ばん

」（震
しん

度
ど

６以上の
場合）で，家族間の安全確

かく

認
にん

ができます。

災
さい

害
がい

用伝
でん

言
ごん

ダイヤル等の体
たい

験
けん

期間
◦毎月１日・１５日
◦防
ぼう

災
さい

週
しゅう

間
かん

　など
※しょう細は各電話会社のホームページで確

かく

認
にん

。

災
さい

害
がい

時に家族と連
れん

らくする方法

災
さい

害
がい

に係
かか

る費
ひ

用
よう

の負
ふ

担
たん

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

の経
けい

験
けん

をふまえ，完
かん

成
せい

した交流型
がた

仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

地
じ

震
しん

か，震
しん

災
さい

か

　災
さい

害
がい

に係
かか

る費
ひ

用
よう

は基
き

本
ほん

的
てき

にひ災
さい

した県や市町の負
ふ

担
たん

とされています。

　阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

の際
さい

，国は救
きゅう

命
めい

・救
きゅう

助
じょ

やひ難
なん

所
じょ

の運
うん

営
えい

，仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

の設
せっ

置
ち

といった応
おう

急
きゅう

の費
ひ

用
よう

のほと

んどを負
ふ

担
たん

するなど多大な支
し

えんを行いました。し

かし，兵
ひょう

庫
ご

県やひ災
さい

した市町の復
ふっ

旧
きゅう

や復
ふっ

興
こう

の負
ふ

担
たん

は

大きく，今も費
ひ

用
よう

の返
へん

済
さい

を続
つづ

けています。

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

で高れい者のこ独
どく

死が起こったことを

ふまえ，東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の際
さい

は，住
じゅう

民
みん

が顔を合わせやすい仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

が建
けん

設
せつ

されました。げん関
かん

を向かい合わせにし，通

路を屋根付
つ

きウッドデッキでつなぐとともに，スタッフが

朝夕のじゅん回を行うなど，入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

のこ立を防
ふせ

ぐくふうが

なされています。

　「地
じ

震
しん

」と「震
しん

災
さい

」は厳
げん

密
みつ

に区
く

別
べつ

しなければなりませ

ん。家屋の倒
とう

壊
かい

，火事，それにともなう多くの人命や

財
ざい

産
さん

のそう失
しつ

。この「阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

」を引き起こ

したのが「兵
ひょう

庫
ご

県南部地
じ

震
しん

」になります。

　「震
しん

災
さい

」の大きさは，地
じ

震
しん

の大きさだけでは決まりま

せん。例
たと

えば，兵
ひょう

庫
ご

県南部地
じ

震
しん

と同等の鳥
とっ

取
とり

県西部地
じ

震
しん

では死者はゼロでした。また，東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

の際
さい

は，防
ぼう

潮
ちょう

堤
てい

のない地区の住
じゅう

民
みん

全員が１０分でひ

難
なん

した例
れい

もありました。震
しん

源
げん

の位
い

置
ち

に加
くわ

え，建
たて

物
もの

の強

さ，住
じゅう

民
みん

の危
き

機
き

意
い

識
しき

など「社会の防
ぼう

災
さい

力
りょく

」が高けれ

ば，地
じ

震
しん

のひ害
がい

をおさえることができるのです。

阪
はん

急
きゅう

伊
い

丹
たみ

駅
えき

神
こう

戸
べ

市兵
ひょう

庫
ご

区

ひ難
なん

住
じゅう

民
みん

の行動実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

（神戸市都市問題研究所）

▲地
じ

震
しん

当日の神
こう

戸
べ

新聞（1995年1月17日の夕
ゆう

刊
かん

1面）
（提供　神戸新聞社）

住民の情報入手
じゅう みん じょう ほう

近隣の人たち

ラジオ

テレビ

新聞

行政

1～2日1～2日 3～6日3～6日

日数経過
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7日以降7日以降

きん りん

けい  か

い  こう

ぎょうせい

（％）

復
ふっ

 旧
きゅう

復
ふっ

 興
こう

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　岩手日報社）

（写真提供　人と防災未来センター） （写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

読んでみよう

2011（平
へい

成
せい

23）年の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

からの復
ふっ

旧
きゅう

・復
ふっ

興
こう

に際
さい

しては、復
ふっ

旧
きゅう

・復
ふっ

興
こう

までふくめて国が費
ひ

用
よう

を負
ふ

担
たん

し，ひ災
さい

地の負
ふ

担
たん

を軽くすること

になりました。

地
じ

震
しん

直後 地
じ

震
しん

直後
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
語
り
継
ぐ

仮
設
住
宅
で
の
く
ら
し

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
語
り
継
ぐ

仮
設
住
宅
で
の
く
ら
し

仮
か

設
せ つ

住
じ ゅ う

宅
た く

明日に
生きる

「浩
こ う

司
じ

，学校へ行きよんか。」

　となりのおっちゃんが，真っ黒に日やけした顔で聞いた。

「うん。」

　ぼくは，元気に答えた。ぼくは，今，仮
か

設
せ つ

住
じゅう

宅
た く

に住んでいる。

　ぼくの家族が家の下じきになってから，１年半になる。家は，完
か ん

全
ぜ ん

に

だめになったけど，家族は何とか無
ぶ

事
じ

だった。そのときは，「生きてい

てほんとうによかった」と思った。

　でも，今まで住んでいた家を工作車でかたづける日は，とてもつら

かった。家族4人でその様子をじっと見ていると，見慣
な

れたかべや今ま

で使っていたたんすやつくえが，みるみるくずされていく。無
む

性
しょう

にはら

が立ってきて，思わず，

「地
じ

震
し ん

のバカヤロー。」

と，どなっていた。

　ふと父を見ると，取りこわされていく自分の家の一点を，まばたきも

しないでじっと見ていた。父の目にはなみだが光っていた。そんな父を

見ていると，ぼくはなみだがあふれ出てきた。

　ひ難
な ん

所
じ ょ

にいたとき，「家族だけで住めるところが早くほしいな」と

思っていたから，仮
か

設
せ つ

に入れたときはとてもうれしい気持ちだった。で

も，いつまでも住んでいるところではない。

　夏の暑さといったら言いようがない。部屋の中はまるでサウナのよう

で，４０度をこえることがしばしばあった。冬は冬でとても冷
ひ

えるし，

不
ふ

便
べ ん

なことも多い。電気をたくさん使えないので，一つのこたつに家族

みんなが足を入れてねた。

　それにこのごろ，新しい家がいっぱい建
た

っている。家を建
た

てて仮
か

設
せ つ

を

出ていく家族がいると，ぼくも「家がほしいなあ」と思う。いつになっ

たら，ぼくたちの家ができるのか。ぼくたちには，まだ当てがない。そ

んなことで，ときどきいらいらすることがあった。

「しんぼうだよ。がんばっていたら， きっといいことがあるから。」

と，母は言う。父も，

「浩
こ う

司
じ

，心配せんでもええぞ。何とかするから。」

と，毎日，元気に仕事に出ている。父や母の気持ちを考えると，ぼくは

しっかりしなければと思う。

　学校に行くと，友
と も

達
だ ち

がいる。みんな，それぞれにたいへんなことを乗

りこえて，元気を出しているのだ。そう思うと，ぼくにも勇
ゆ う

気
き

がわいて

きた。
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学級活動学級活動 4〜6年4〜6年

こころをケアする

ふれあうと温かくなるね

1 一人はいすにすわり，もう一人は

　 その後ろに立ちましょう。　　

　 後ろの人は，前の人のかたに

　 手をやさしく置
お

きましょう。

　 そのとき，前の人はどこに手を置
お

いてもらうと

　 気持ちよいか，後ろの人に教えましょう。

　 後ろの人は，その場所に手を置
お

きましょう。

2 前の人は，力を入れてゆっくりかたを上げてください。（❶）

　 そのまま少しがまんしたら，後ろの人の合図で

　 ストンと力をぬきましょう。（❷）

　 ❶から❷をくり返しましょう。

3 後ろの人は，前の人に気づかれないように

　 ゆっくりゆっくり手をはなしましょう。

　震
しん

災
さい

で家を失
うしな

い，わたしたち姉
し

妹
まい

３人は，いとこの家でくらしました。

　夜ねるとき，家を失
うしな

ったことや，親とはなれてくらすことなどの悲しさやく

やしさが，なみだとなって出てきました。学校に行けない。家族とはなればな

れになっている。すべてのものがなくなった。これから先どうなるんだろうと

思うと，不
ふ

安
あん

でいっぱいになり，一人になる夜がとてもつらかったです。

　しばらくして，いとこの小学校に通うことになりましたが，学校に行く前の

夜は，明日のことを考えてますます不
ふ

安
あん

になってきました。

　次の日の朝，学校に行くと，児
じ

童
どう

朝会があってみんながずらりとならんでい

ました。わたしのむねはどきどき打ち始めました。いよいよわたしの番です。

むねのどきどきは，まわりに聞こえるほどになってきました。

「５年，川上いずみです。」

　声がかすれてしまいましたが，みんなははく手をしてくれました。

　休み時間になりました。一人になったらどうしようと思っていると，たくさ

んの子が，

「いずみさん，いっしょに遊ぼ。」

と，言ってくれたので安心しました。外に出て雪だるまを作りました。一日で

友
とも

達
だち

が何人もできました。わたしは，もっとみんなと遊びたいと思いながら帰

りました。

　次の日から，わくわくしながら学校へ行きました。

（明日に生きる「転校」）

明日も遊ぼうね

1

2ー❶

2ー❷

こうすると心も体も温かくなるよ。

（写真提供　共同通信社）

温かい手にふれると，
安心できるね。

「明日も遊ぼうね」と
いう一言は，友

とも

達
だち

を
勇
ゆう

気
き

づける言葉だね。
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芦
あ し

屋
や

市の小学校の
震
し ん

災
さ い

追とう式
　毎年地

ち

域
いき

の人も招
まね

いて追とう式を行います。
６年生が５年生に自分たちの小学校，地

ち

域
いき

で起
こったことを語り，伝

つた

え続
つづ

けています。

　６年生代表の言葉「震
しん

災
さい

のことを学んで」

　わたしの友
とも

達
だち

のなかには，おじいちゃんやおば
あちゃん，兄弟をなくしてしまった人がたくさん
います。わたしが知らない人でも親せきなどをな
くしている人がたくさんいると思います。
　でも，この大

だい

震
しん

災
さい

で失
うしな

うことだけではなく，こ
の大

だい

震
しん

災
さい

があったからこそ，今に生きるわたした
ちは，生きる上でほんとうに大切なものを得

え

たと
思います。それは，生きる力です。例

たと

えば，今何
気なく学校に通い，友

とも

達
だち

と遊び，授
じゅ

業
ぎょう

を受けてい
ますが，阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

ではその何気ないしゅ

ん間に，あっという間にたくさんの命をうばい，
街
まち

をこわしてしまったのです。今生きることが決
して当たり前のことではないのです。
　多くの人たちがこわされてしまった街

まち

を修
しゅう

復
ふく

し，わたしたちの生活を取りもどしてくれまし
た。そして，今の大切さを教えてくれる人たちの
おかげで，今のわたしは生きているのだと思いま
す。
　わたしは，この感

かん

謝
しゃ

する心を忘
わす

れず，一日一日
を精

せい

いっぱい生きていくことを目
もく

標
ひょう

に生活してい
きたいと思います。 

（平
へい

成
せい

20年１月17日）

1.17は

   忘
わ す

れない

（提供　神戸新聞社）

▲芦
あし

屋
や

市立精
せい

道
どう

小学校での追とう式
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明日に
生きる

今
日
は
　
青
い
日

お
日
様
が

ま
ぶ
し
い
ぐ
ら
い
光
っ
て
い
る

空
が
青
い

い
つ
に
も
ま
し
て　

青
い

校
庭
に

元
気
な
声
が
飛と

ん
で
い
る

あ
の
地じ

震し
ん

が　

う
そ
み
た
い
に

元
気
な
声
が
飛と

ん
で
い
る

地じ

震し
ん

に
な
ん
か　

負
け
な
い
ぞ

今
日
は　

青
い
日

明
日
も　

青
い
日
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